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東北縦貫自動車道建設に伴う発掘調査は，秋田県教育委員

会が日本道路公団の委託を受けて記録保存を目的に実施して

いるものであります。 昭和54年度から昭和56年度までは鹿角

市が対象でしたがヲ昭和57年度からは小坂町を対象として発

掘調査を行っております。

鹿角市ではこれまで34ケ所の遺跡ラ発掘総面積154ヲ435m2 

におよぶ調査を行いましたが，この報告書は昭和56年度に実

施した柏木森ラ中ノ崎，明堂長;恨の 3遺跡の調査結果を収録

したものです。本報告書が鹿角地方の歴史解明と文化財保護

に広く活用されることを望むものであります。

最後にこの調査にご協力いただきました顧問ヲ専門指導員

日本道路公団事鹿角市弓同教育委員会はじめ関係各位に心か

ら感謝の意を表します。

11自手[158iド3月

秋[f] UI~ 教育 員会

教育長斉藤 長
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10.遺物の実測には，画像工学研究所のスケッチグラフ を活用した。

11. -i貴跡の写真撮影は主に次の者があたった。
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史鈴木功安保徹 渋谷志熊 高橋hい子
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図 日反 日 次

柏木森遺跡

間版 1 柏木持、遺跡、航空写真 図版13 第l:/持土器(li

図版2 柏木森遺跡調査前 間J:反14 第 I群土器(2)

柏木遺跡調査風景 民版15 第 I群土器(3)

凶版3 柏木森遺跡北端調査区 図版16 第 1i作土器(.1)

柏木森遺跡南端調先日 同Jt反17 第 1.ii'fト、器(5)

図版4 遺跡基本層!子 図版18 第 I若手土器(6)

縄文時代早期末土器j去三1¥11¥二仁状態 図}[U9 第五併号車III併守第Ntrtこt.器

肉眼s VJ S K (T)040Tどソト 図版20 第Nl1手土器

II S Tく064二iニ境土器tHJ:.状態 図能どi 弟11lkl二禅防l削

|河版 6 II S KOO1土壊土器H仁川j~態 I;;?:I版22 第IIB"f，ぉNfi'i'土器

III S K011土壌器出土状態 図版 第W群土器(1)

図版7 調査区中央部土墳群・ IIIS K001土騎 図版24 第N.l1io土器(2)

図版 8 III S K002土噛.III S K003土lJ.Ui 図版25 第W群土器(3)

図版 9 III S K005土壌・ IIIS K006二iニ接 図版26 第V:Ii'宇土器

図版10 III S K008土綾・ IIIS K009土摂 図版27 石器(1)

図版11 III S K012土境.III S K024二仁墳 図版28 石器(2)

間版12 III S K031土壌・ IIIS KO，13土騎

中のIU奇遺跡

図版 1 中のl崎i宜野航空写真 夜間Ji6 S J ()Og~穴 ftJf，跡 (左下) RMl 

図版2 遺跡遠景 (上) 発掘前(丙~W:) f右下) RM2 

(下) 発掘後(来診由} 問1}反 7 S 1001竪穴住居跡 (左上) RM  ，1 

図版 3 (上) I区近:崇(西伊東j (ら上) RW2 

(ード) II s::iti:景(東惨商) (左下) RW1 

121版 4 (上) I区機械排土状況(北東韓併南西) (布下) RX1 

(下) nz:こと層状態(西惨京) 図版 8 S 1002車穴住時跡 (上) 発掘中

国版5 S 1001星空穴住民跡 完抗H状態 uお~~ヒ)

(南惨北) (下) 完掘状態

(下) S D006付属溝 (北診南)

(西診東j 図版 9 (上) S 1002竪穴住居跡カマド(北砂南j

i翠版6 S 1001竪穴住居跡 (左上) カマド内土器 (下) S 1003竪穴住居跡(南惨北)

出土状態 i 悶版10 S 1003竪穴住情跡 (上) 完掘状態
(右上) カマド完掘状態 (南伊北)

(北陸歩高) (下) S D004付属溝

lX 



図版10 S 1003竪穴住居跡 (下) S D 004付属溝

(西陵束)

図版11 S 1003竪穴住民跡カマド (左上) 発掘中

{二iじ伊南)

(布 i二) 完掘状態

(南惨北)

(左下) 土器出土状態

(右下) ごと器出土状態

図版12 S 1008竪穴住居跡 (上) 発掘中(来診西)

(下) 完掘状態

(凶暴易収)

図版1:3 (上) S 1008竪穴住田跡カマド (左)

lr封書長東 j

図版23 (下) S D015溝跡(北惨南)

図版24 1区遺構外遺物出土状態 (左上) 6-S 

(右上) 13-Y 

L左下) 14-W 

(右下) 15-W 

図版25 S 1 101竪穴住市湖、 {上:) 完掘状態

(JR惨西}

(左下) R P 1 

(右下) R P 2 

[gj版26 S I 102竪穴住何跡 (1-.) 完掘状態

(東炉問)

(左下j RPl 

Iおわ RP2 

({n I DilJ仮27 S 1 102竪穴住居跡 (左上) RP3 

話傍二i七)

{下) S 1009竪穴住:尉跡、{干打診北1

図版14 S 1009竪穴佐居跡， S D005付属溝

(上) 完掘状態(雨量砂北)

(下} 構内造物出土状態

図版15 (上) S 1009竪穴住居跡カマド(北惨南)

(中) S D005付属溝断面(北砂南)

(下) S D005， 006付属溝断出(南砂北)

国j坂16 S 1012竪穴住居跡 {上) 炭化材出土状態

(北惨南)

(下) 床而検出状態

(北砂 ji~î) 

図版17 S 1012竪穴住居跡 (上) 完掘状態

(北惨i者)

(左下) カマド発掘中(二|七惨南)

(右下) カマド完掘後(北争南)

国)抵18 (上) S K016， 017土君主(北惨南)

(下) S K021土壌(北西喜多南東)

[2lJ仮19 (上) S K024土噴(北診南)

(下) S K025， 026.::1ゴ度(北惨南j

l治版20 S K 027土j)l~ uニ) 完掘:1犬態(北伊玲])
(Jjl) 断面(南惨北)

(下) 断面(西惨東)

図版21 U二) S K029， 030土積(北惨南)

(下) S K032土壌(北惨Iお)

図版22 S XOll合口議棺 (上) 確認函

(下) 半裁状態

国版23 U::J S X F035焼土遺構(南砂北)

X 

l右上) RP4 

l左下) RMl. 2， 3 

(右下) 土器出土状態

I:EI版28 S 1 103竪穴住肘跡、 (上) 完掘状態

(東伊西)

(左下) RP1 

(釘下) RP2 

図版29 (J:J S 1103竪穴住居跡 (左) RP3 

(右) RP5 

(下) S 1104竪穴住居ー跡 (東惨西)

図版30 S 1 104摂穴住居跡 (上) 遺物出土状態

{左下) RP1 

(右下) RP2 

図版31 S 1 104竪穴住居跡 (左上) RP4 

(右 i二) RP5 

{左 1'-) RP6 

(右下) RP7 

国版32 S 1 104竪穴住居跡 (左上) RP8 

(右上) R P15 

(左下) RP16， 17， 18， 19 

(右下) R P20 

I~~J版33 S [ 106竪穴住居跡 UJ 完J居後(北惨南)

(左!っ RP1

(右下) R P 2 

図版34 S I 107竪穴住居跡 U:J炭化物出土状態

(東惨西)

(下) 完掘後(東惨西)

図版35 S 1 107竪穴住賠跡 (上) R P 1 



図版35 S 1 107竪穴住居跡 (中) RP2 図版50 S 1301竪穴住出跡 (上) (北陸砂南)

(下) RW1 ( h-:下) カマド(北伊南1

図版36 S 1 108竪穴住居跡 U::) 完j思後(西惨東) (;右下) カマド内ゴニ器出土状態

(友下) RP1 問販51 S 1001竪穴住居跡出土遺物(1)

(右下) RP2 図版52 S 1001竪穴住居跡tl:l土遺物(2)

図版37 S 1 112竪穴住居跡 U-J 炭化物出土状態 同版53 S 1002竪穴住持跡出土遺物

市中東) Lkl版54 S 1003竪穴住民跡、出ニiニ造物(1)

(ド) 完掘状態 (PLitT-東j 図版55 S 1003竪穴住居跡出土遺物(2)

国版38 S 1 112竪穴住居跡 (左 i二) 第 lカマ F 関版56 (上) S 1008軽穴住屑跡出土遺物

( ~It 惨南} ( -1マ) S 1009緊穴住民一跡出土i宝物

(右u 第2フ~? トー ( :11:長野i'l11 !ヲI~反57 S D005a寺跡出土遺物

(下) R P :i S 1012!'i圭穴住居跡tt!j上遺物(1)

出版39 S 1 113竪穴住Jit}Rみ jえ化物Ii'，ニヒ状態 S 1012竪穴fi:1jIi跡11¥土遺物

(Tむ多-Itl 図版58 S 1012竪穴{よ居跡、."1-¥--'二遺物(3)

¥ I、) 完掘状態 (.-1じ診Iおj ("t' ) 1 ul8竪穴住民跡i:ll上遺4勿

図版40 S 1 113竪穴{支出跡 ( カマ 1，.. S K027~土竣出 Lì畳半qlj

(北惨fR) 図li足59 (1-.) S K032ゴニ噴出土遺物

(右上j カマドうと~f:ìl状態{二iじ伊南j CI:.l ~ド j S 1¥.033土1噴出土造物

(左下j RPl (下) 合口喪棺

(:{:(i'J R P62. 63 区1)i!i60 (上) S 1101竪穴技研跡出土造物(1)

図版41 S 1 117， 117'竪穴住居跡 {上) 確認状態 ( J~J) S 1 101竪穴住居跡出土遺物(2)

(雨量歩北) (下) S 1 102竪穴住居跡 1'1¥土遺物(1)

(下) 完11m状態(東惨閤) 13])坂61 (ヒ) S 1 102!'，i{:穴 fH;rißi亦 iむこじ立 ~o/.J(2)

図版'12 (J二) S K110土駿(北京診南西) (下) S 1102竪穴住居跡出ごと遺物(3)

(下) S K114， 115土蹟(西惨東) 図版62 (J二) S 1103竪穴住民跡iJL:1二造物

図版43 (上) S K116土壌(東惨西j (下) S 1104竪穴住居跡出土遺物(1)

(下) S K119土竣(西伊東) 図版63 S 1 104竪穴住居跡出ごと遺物(2)

図版44 (上) S K 131土墳(雨量歩東) 目]JVi64 S 1104県穴{主!円台川I¥iユi宣ヰ0')(3)

Cf) S K132二i二墳(凶器b東) |ヌ!版65 S 1 104竪穴住居跡出土遺物(4)

alf，反45 (上) S K 13:1十)~ (ニl七診}キj) 図服66 (J二) S 1104竪穴松居跡HJニiニ造物(5)

(下) S K134土境(北長i苓j (f) S II06!:'i壬穴住!許制、出土i毒物

r'Rllt反46 (と} S K140土綾(北診南) 図版67 U:J S 1107竪穴住居跡、出土遺物(1)

(下) S K141土竣(北西惨南東) (下) S 1107竪穴住居跡出土遺物(2)

図版47 (上) S K147土境(南惨北) 間版68 (J二j S 1107竪穴住居跡出土遺物(3)

(下) II区ピット群(北伊南) (Tl S 1 107~わ\:l:tJ8跡 11\土造物(4)

I~~反48 u二) S B 111掘立柱建物跡(雨量P北} 間J:在日 (上) S 1108竪穴住居跡11¥土遺物(1)

(下) S B 136掘立柱建物跡(北惨南) (中) S 1108竪穴住居跡出土造物(2)

図版49 II区遺構外遺物出土状態 (左上) 25-F (下) S 1108竪穴住居跡出土遺物(3)

(右上) 27-F 図版70 (上) S 1112竪穴住居跡出ニt遺物(1)

(左下) 33-F Cf) S 1112竪穴住居跡出土遺物(2)

(右下) 石斧 間版71 (上) S 1112車穴住居跡出土遺物(3)

r~版50 S 1301竪穴住居跡 (上) 完掘状態 (下) S 1113竪穴住居跡、出土j毒物(1)

Xl 



図版72 (上) S 1 113竪穴住居跡出土遺物(2) 図版79 (下) 遺構外出土土器(7)

(下) S 1 117， 117'竪穴住居跡出土遺物 図版80 遺構外出土土器(8)

図版73 (J:) S K118土壌出土遺物 図版81 {上) 遺構外出土石器(1)

(下) S K 131. 135土接出土遺物
(下) 遺構外出土石器(2)

図版74 S 1 301竪穴住居跡出土遺物(1) 図版82 (上) 遺構外出土石器(3)

図版75 し|二) S 1301竪穴住府跡出土遺物(2)
(下) 出土鉄器(1)

(下) 遺構外出土土器(1) 図販83 (上) 出土鉄器(2)

図版76 遺構外出土土器(2)
(1ド) 出ニiニ鉄器(3)

図版77 遺構外出土土器(3) (下) 出土鉄器(4)

図版78 u二) 遺構外出土土器(4) 図版84 発掘調主風景 (上) I区

(下) 遺構外出土土器(5)
(下) II区

j;司!授79 (七} 遺構外出土土器(6)

明堂長根遺跡

図版 1 j立 跡 1 遺跡遠景 r21版14 遺 跡 S K023土駿

2 遺跡全長
] 。， S K023土I表

図版2 遺 跡、 l S KOOl， 002=1二機 図版15 遺 跡 1 S K023， 024土績

2 S K002土境
7 S K024土壌

図版3 遺 助l 1 S K003土機 間版16 遺 跡、 1 S K026土療

2 S K003土壇 2 S K026二ト埴

国!坂4 遺 跡 1 S K004土壌 国版17 遺 跡 1 S K026土壇

2 S K004土境 2 S K026土域

間版 5 遺 1路、 l S K005土唆 凶j;反18 j宣 跡、 S K027土壌

2 S K006土境
6ムη S K027土壌

図版6 遺 助: S K007ゴ二1慶 t2{]j坂19 j宣 湖、 l S K029土境

2 S K008土墳 2 S K029土墳

12J)坂7 遺: 助、 1 S K009， 010土s)ji 図版20 遺 問: 1 S K030土墳

2 S K011土壇
う S K031土綾

図版8 遺 鵠、 1 S K012土駿 図版21 遺 E時 S 1く 032 ゴニjjll~

:乙 S K013土披 S K 030-032土竣

図版9 遺 島iff S K013::i二年j奇 出版22 宣 跡 S K030-032土壌
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2 S K018土墳 2 S K036ゴ二割高

図版12 j宣 問、 1 S K019土墳 国版25 i堂 断、 l S K037土騎

2 S K020土耳目 2 S K038土墳
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図版27 遺 跡、 i S D001議 図版31 遺 跡 1 S X003 

2 S D001i菩 2 S X004 

3 S D002/者 i'2J!iii32 立 跡 S X004 

4 S DOOL 002溝 2 S X005 

l;ml;反28 jjき 路 1 S D001i等 3 S X005 

つ S D002， 003/存 4 S BOoHJ員立柱建物跡

3 S D003if寺 !叉Ir，反33 1立 日時; 1 S K0l5， 0l8-020:i二峻ー

4 S D 0041持 S B001擁立柱建物跡

図版29 遺 跡 l S Do04rlis 2 作業風景
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発掘調査に至るまで

I 斗1日 じ めに

1 .発掘調査に至るまで

Tli と詑角!l!~ノJ，~反問を i邑過する~リヒmiitfr 円

-lliP正問42ifl1n 表の盛岡rU. 

刀
ロ
円
円
H秋i二Ejl);*の北東部，

和40-9三11月 基十i出である。

次いで昭和43年 4月の鹿角rl1・青森一111間約81kmの第 2次施行命令と !uJ46年6月

く立て代mf' I打開約:37k111 のな(~ 5次地行 ~よって毛その通過予定医域が長nらjしこれを受け

て!，i]47tド11}cJ 27 I1 に，
円

u
r
s
Bト
円

μ
よ
小
iJ

 

. IJ、坂田TI問 って，ようやくその具体的

を県民に現わしたのである。

このため，秋出
Eニ~ /、--rc、， ， 

i三Zミ士に t二L 基づき弓 lig和44

年8}j， 1ft角 111'I-HJ田地[夫から鹿角1ts小坂町

:i r ~ '. 
ケL
.'_-rr" I .k-

L-，玉、 を公表した。 昭和 8):jには宅鹿角市八IjJ最

干，尾去沢‘花j~品地!乏で， 111M kll1，延長20kmのj宣跡分布調査と試掘を実施して， 46ヵ所の遺跡

を確認したの

昭和 2月121:::1になると a 昭和1'18年 8J~ 山内遺跡分イIf調査結果をふまえて， 臼

ょっ ト巾 らliiJ !千日 今豆る延長約21.11叩の路i誌の あり， ~f[lJ 

されるに!支んだ。

?宍!H

]jにこ

fサ i E汚干U52苧10

を硲認した。 昭和55iドに新たに 2遺跡が発

レナ為 f ーワ、 2こ
ζ .fd.. ~j ¥.__ 'v ' 'o) () 

そのf丸 ついて日本道路公団組i とf火出 会の間に

した。 i昭和 2)]に遺跡の J') 

1)今秋EH 会では昭和54年度 7遺跡の をfi-った。 1I討手支は

をも含めて八1拍子，花輪地遺跡、の調_1tを行Lυ 1l{:{f;U56年度に 8 を行

1..)， aか年に及"，，_J'鹿角Th内の路線内遺跡調査を

三!:1 秋田県教育委員会 F東北縦貰 I~I

している。

秋田

第20J長 1970ij.'.

註 2 秋田LIft教育委員会 『東北縦貫自動車道遺跡分イ'IJ-;}向車報告書」秋田

第24集 1972il三

設3 秋田県教育委員会 「東北縦設自動車道遺跡分布調査報告書(八'11長平-+和田錦木).Jl

秋田県文化財調査報告書 第56集 1978年

-1ー



I はじめに

2 .調査の組織と構成

調査主体 秋田 二三広入

調査顧問 土平 井 fι 奈良国立文化財研究所所長

芹沢長 ::ir 東北大学文学部教授

専門指導員 小林 土佐 同学I}完大学文学部助教授

林 謙作

須藤 1;ぞ 東北大学文学部助教授

藤 j召邦彦 京北歴史資料館考古研究科長

im )蕗秋輝 多賀城跡調査研究所研究第←→科長

調査担当者 ii 誠た 秋田県;埋JJ辺文化財センタ

u京ヶ ~'r;:II ，柏木謀長遺跡担当)

桜田 ISJt 秋田県理Ij~~~文化財センタ

(妻ーの千111III，一本杉遺跡担当)

小一E f手 秋田町e埋此文化財aセンタ

(乳午、ji，明全長根遺跡担当)

橋本高 史 秋同県埋蔵文化財センタ

(安の神 1，中の~I奇遺跡担当)

小 j、* 干/Eし干 秋田県理版文化財-tンタ

(弓三出， III ミ、!三:1) 

調査補佐員 安正，松岡 悦郎，高橋

神田 立と男， 多， !瓦 j也出 (以 I-j:t{-EOHI.)

畠UJ 阿部 i羽人今米国 {以上小二_E班)

安保 1故，福本 lItdi，鈴木 功，鈴木秋良 (以上括本班)

!謁 阿部 ，花田 (以J二小林

務補助員 佐藤 )11員寸， 金沢万理子一

調査協力機関 日

秋田県東北縦貫自

鹿角Hl建設部建設課高速道路対策室

鹿角Tlj教育委員会
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地形と地質

遺跡の立地と環境

1 .地形と地質

(1) 地形と地質の概要

本地域のI山形は大きく 東西のLU地，盆地内の段丘地JF九沖積低地の三つに区分される。

これらについて秋田県 (1973)，内藤 (1966，1970) および、日本道路公団の東北岳

断図表(EI本道路公団仙台建設局:昭和)等を参考にしてまとめると次のようになる。

山地:京H11Jは花輪越以北で800~ 700 111と北にゆくほどi山交を下げ-るが，以南では 1000111以上

の標高て"'1ih¥j壮年HJjのけわしい地形を示し，特に皮投 (1122.4t11)，五の宮獄 (1115.0111) など

起伏量の大きい山塊が連なっている。

地質は主として新第.-，止己rl::J新世の火山砕!育宕よ 1)なるが，それらを貰ぬいて石英安山

も分布している。また、福士JII上流には南部の谷内，湯j頼と同様に粘板岩を主とする

!認の露出も知られている。これらの束mlJLLiJ自の山列は南部でほぼ、南北に連なっているがー花輪

越以北では北東方向にのびている。こj

断層系の方向ともほぼ一致している。

:紀層の走II¥Jに大JH各 5文するほか、 l雪

西jWJ山地は南部で400~ 600 111勾北部で250-300 mで山容も束iHlJ山地ほどのけわしさ

は見られない。地質は東側山地と同様に新第三紀中新世の火山砕!奇岩を主とするがー

などでは砂岩， ~尼岩などの砕屑岩が!よく発達している。

段丘地形:花輪盆地南部の段 i王而は，花輪出i位段i王，花輪中位段丘(内藤， 1970)，鳥越段丘

(秋田県， 1973)，松館段丘，大里段j乏の 5段に区別できる。このうち，鳥越段丘は秋田県 (19

73) では鳥越段丘，向上段丘の二つに区別されたものであるが， 1走者は火砕流堆積物からなる

I:Jij者の一二次堆積物の上lftiであ 1)，f両者を[;{JJIJする段li崖の発達も局所的であって連続性に乏し

いことから一ー括して使用する。また，松館，大型の各段j王は内藤(1970)本の花輪{氏{立段丘群と

されたものである。

ー方，花11翁盆j自の中~北部の段丘LMは， ，鳥越段丘， E馬内段丘，中I'lJJ段丘などが

見られる。次にそれぞれについて簡単に記載する。

南部ではi;f[H1IJ山地の末端部からなだらかに斜面iをもって扇状地状に!よく分布す

る。かな 1)開析さ jしているものの明らかに平J丘i討を残している。 1/2.57i地形図から噌

*以下，高位段丘， r~1 {立段丘と略称する。

-3-



II 遺跡、の立地と環境

第 i図段丘地形図
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地形と地質

平均こう配は約7.2%(4.1
0

)話!河北京の末端部で240111であり.;市志内)11左岸の頂部で350m，

では福士)11歌内JII流域でも 320mから 250111まて、、の高度芹:をもっOまた，L -r‘フ
こー 'd-G"  

むJ-;~では花輪スキー場北京の 300111 から女森西方の 200 mまでと明ら350 m ~ 250 IIIで‘あるカヘ

どIJ、さくなるの盆地の中~北部JII 以北では約4. (2. 平均こう配もまた，かに{止い。

は径数cmから50では南部ほど分布は広くなし位在的でj(lj の高!♂支も 230~240 mと低いο

であ i人地表而にi[[い部分は数111にわたってCll1j:Jij後までのrlE角球が雑然とig人した下淘

して変らないかたきになることが多~ -'，コ jを丘[f11のií~( 十! ~っプマト IJ "ノケブシ戸.こ Vヴ、、、、ー、~ _/' /、hff~ 1ヒが:illi/-i-，

火昨jHt堆積物0)-r.;.位に見ら jしたりする。全体(1ワに分布範匪!のほかに‘

中に『なづており号j-.1mi土数mまた，物としての片付11をよく弘iしているつ

がみられることもあヰリ武{じの lJl~角 jím2 もしばしばみられる。主之j二百じにはも~.::l二 'IHになうた火

モヨ

浦正;内JII(1965)および内藤(1970)の産土神断層以南にやや広く分布し，上回1
 

1
i寸
i
i
 

230 -180111，歌内JII下流で270-200 111でみる。産土神断層以:1とではま

明瞭に扇状地:1えのj由形面を捜しており，火山灰層におおわれるがー末端部はいないコ

色のシ 1レトないし砂のマトであるの成層は平均二う配は柏木森の性i方で約6. (3. 

全体的に
ザヲヘ、

、・ー ー，1)ックス仁Irに数Cll1から30Cl1l以上の角燥ないし lt!i_角{擦が雑然と j見入する

→L 
~，:;-~ 
} !草き数Cll1の連続性のわるいシ lしトな Lミし不明日華で塊:1えであるが宅

のJ.J二守 主支大 6111 ともある己葛岡市J:iではN

→ 4てふ‘ J
Jフ伊て)/ _ tJ この付近;土浦志内 )11と歌rJヲI11の民地にはさまれた湖沼(1':1Q 

さで主主る中位段丘構成層はすでに記載;グ)J.._r立に ~6111J 、3-.
J斗 .D句

ー-レ句、
一

;j) に ιV)/'コソ。

全体的にマトリックスは灰緑色を呈する。で¥hるカヘしたように不良淘j太の i長角li繁からなる

II，J桜の色調の成層は花結束方の鳥越段丘の下部にもみられる
ど多く1966)のJji干責而iであり‘火山灰層 (r吋liι

本

跡をのせて設地内にJI之も!よく分布する

{土

米代JII特にJゴ品JIIの山一片fおよび小坂川

柴内から根市付近で150m前後ヲ腰廻から170 -180 m， {土亨ア
Q

1_ ノ

d、¥

特に大湯)11沿いでは風をあげるが，かけて 180m前後と盆地の周辺部にむかつて

全域にわたづて灰白色~乳白色の火山F;己ヰIに白張付近を頁剖;とする扇状J也様の形態を

)11と小坂JIIの台流点に近いほど層;埋の明瞭な斗
J. 子一ー-..J._， 
乞王['-9刀¥合まれる色の軽石が

段丘自'iiは火砕流台地としての形態をよく示しており，次堆積物が発注する傾向がみられる。

い i苛をなすことが多い。なお，小枝指から申ヶ野にかけては部分的により{土

1966)。( rJq藤，埋没段丘}耐の存在が指摘されている市lj!幻1質火山灰層が見られることがあり，

*このことから藤原(1960)は本段丘面を遺跡f1Uと呼んだ。

「
リ



II 遺跡の、工地と環境

1 6 

観官

凡{列

十票急腐植土層

2.大湯軽石震火山語華麗

3.麗越軽喜重火山灰層
4. 向上二次堆積物

5.表土
6.粘土層
7.角磯まじり砂層

8.砂操層
(31は土性縦断国による)

3 1 

i
i
J
融
制

第 2図露頭柱状図
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地形と地質

南部で米代川左岸に沿い尾去から松ín~，荒田Iにかけて広〈分布している。標高は，

160~170111 で，夜明白 JII ，黒沢 JII 等の ki状地の間析された段丘とみられる。 構成層は未確認で、

ある。盆地中部の東側に，草木川， f主比内j凡 i百J~頼)11 ~'if- による扇状地が発達するが，これらは

松館段丘と同n寺JtJjの-1:1

標高は150~ 155111と低く，構成層は上部はく

が重なっている。河床性の燃層のj二に

!尻町)---_次堆積物がその上に見られたりすることから

れる。

L、j可!たi主の際層を主として，回j尼質の:砂

火山礎)認があり，さらに部分的に軒石

内t立j王に対上七できるものと忠わ

毛馬 I}~段 1[-. は大湯 JII と松の木以西の米 f-UII沿いに発注する最低{立の段丘で束能代付近ま

して分布する。標高は毛馬内付近で110~ 120111，松の木て、、は 112mである。構成層は大

湯川沿いでは F部から大湯軽石賀火山際層，毛馬内軽石質火山灰層，不淘汰砂礁層の)11買に重な

るが，米代J11 i白Lミでは毛馬内軽石賀火山氏)pjが主となる。毛馬内軽石質火山灰層は米代川沿い

でいくつかの遺跡を土里没させておりき特に鷹巣盆地における胡桃館埋没遺跡(、子安時代中~

JUJ)はよく知られている(秋田県教委， 1968， 1969， 1970，市)11，1966)-

ところで，この地域の第四紀地質と地形を持出づitるものに花輪断層と十和田火山起源の火

LL! 1i判i判均!高があげらuる。

はほぼ直線的に米代)11沿いに北上しており η 東西のLliJ自の起伏量宅山容のちがし 1雪

段 II:の非対称的分布等は，断層の京muの山地が第jJLJ紀を通じて上昇傾向がより強かったことを

ており，注目に値する。一方，火山砕)青物層については内藤 (1966，1970)， rt JlI，ほか

よりくわしく知られており， 11iい方から小坂車並行賀大!L!!売層，高市軽石質火山灰

層(14C年代で25，850土1，360年前)，鳥越i降石質火山川層 (12，000土250年前)句中ヶ野軽イi質

火山灰層 (8，600::1::250 午前l，大igl怪正i質火山概層 (3，680土九五馬内軽石質火山灰層

( 1宅280士90年前)に医分されている。このうち大場斡石賀火山際層の 14C年代値は同層の下位

の炭質物についての値があり， I司層の I~年 FIL子期より古い年代位と考えられる。またす毛馬内1隆

子-1 賀火山灰層は庁のように;埋没遺跡との関係から平安時代l-IJ~末期とみられており，大湯lf!五

火山際層の降下に引きつづ、いて流下した同.~)( LLJ 活動にともなう火砕流堆積物で、あるとの

指摘もなされている(大地， 1974，藤本， 1980)。

(2) 地質

No.15 柏木森遺跡

195 ~ 205 111で中位段丘J:jこある c に近いことから中位段丘喫層は 1

-7-



II 遺跡の立地と環境

~2m とうすしその下に くるものとみられる。 黒色 !1若干IIf(土層が20~

40cmて“みられるが中に大湯軽石賀火山際層をうすくはさんでいる o

No.16 中の1I1奇遺跡

1標票高 180~ 183 mて

ら120cm てでで司い、黒色 f腐品寓~fu和#槌u'直f肉'(土層がが‘あリ， 地上から 65Clllほどのところに任0.2~ 1.5 cm の 4U:~.1 を

湯軽石質火LLJl理層が約 7-10cmの厚さでみられる。黒色11苦手直土層の←ff立は部分的に黄褐色の1ji玉

石と安山岩の角慨を含む火山)'l>(_層が見られることもある。この火山灰層は下位の鳥越軽石質火

ILI f.k層とは層相がやや異なっており， liJJ質のものは中位段丘・高位段丘 Lでもみられる。鳥越

火山灰層は径 5-10cmの軽石を不規制に含んでおり号 二次准積物Jまみられない己

向。.31 明堂長根遺跡

205 -207 mのヰl{すJ支i王上にあり，試錐資料によれば、地表から表土が30cm‘粘土!習が約

1.5 m，角礁を が60cm，粘土層が60cl11のそれ さて守永 I~) ~ しさらに下{立は約::5.5

m 
U

『ご となっており. もその下にみらlLるとされている。これ

は火山灰田とみられる。らのうち，粘土層にはさまれる挫まじり

参考文献

秋田県教育委員会(1968，1969， 1970) 
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~606 

12ヲ 2令

第39壱

ぺ
吐
n
3
 

C
O
 
R
 

4
否
ワ
d
4
土-E-ぱぺ

中川久夫ほか (1972) i +和田火山発注

~18 
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環境と周辺の遺跡

2.環境と周辺の遺跡

秋田県の北京間に位置する鹿角は，来に八11)長平を介して岩手県と境を接し，北には青森県八

I'jJm山系を控え，年間平均気iJllt花輪9.40C，年間平均降水量月 168mmを測り，積雪量概して少な

し午!日jを通じて畳夜のiluU支隔差の大きい内陸型気候を示す地である。

奥羽山脈rt，に形成された地溝盆地であるlit角盆地は.八幡平から北流する米代)11，十和田か

ら i制定する大湯 )11 ，ノト坂)1 1 の三本の河川流域に開けた;中積地と，ト夏合!;j，j状地&び京音I~ ，

両山岳地市からなづている。設地中央を流れる米代)11，大湯)11‘小坂/11の三本の河川には，東

西の両111岳地から多くのノト侵蝕谷を伝わって小河川iが流れ込み‘ よりも 70~80m

にある標高 200111前後の山岳地裾野の段丘を間析している。そして，こうした小河川の間は，

さらに細かな沢筋によって皮切られる場介が多く，それらの沢筋によって分断された舌状の白

地が，群となって間析谷と開折谷のi問にいくつか速な勺て存在する。

鹿角盆j出土多くの遺跡をそのJ:t1(二抱えている。それらの遺跡はliij述の標高 200m前後の段i王

国に止J邑し，その段丘が多くの小口蝕谷によって持H:tJi-されているため号遺跡は多くの小河川に

よって分断された個々の段丘に群在する。盆地内で特に遺跡の集中する箇所をあげれば¥熊沢

)11と米代)11の合流地点南東の長嶺地区，米代)11に西流して注ぎ込む歌内川が開析する大里地区，

fi:iJじく末代JII支流である福土日!周辺の産土神地思守米1-¥:111，大湯)11，IJdfi}11の合流地点南側の

神m地区，同じく北iftlJの瀬田石地iL小坂)11に注ぎ込む荒}IIの周辺等がある。また，盆地中央

部東if¥1Jの)武張台地も広範問に遺跡が点在する。

詑角では!日子I器時代の遺跡は経認されておらず， nrニリ さ7.Lた l}して

されているのは，全て縄文時代以降の遺跡、である。

縄文時代早期の{長十LIは，未だ明確に把握されている状態とは言い難い。三力年にわたる東北

4半 1

縦貫向動車道関係、遺跡の調在で¥大地平遺跡，上J諮問N遺跡;u柏木森遺跡等から，青森県八戸

市主主/11や岩手県三戸市寺で1111土{刊があり赤御堂式と呼称される表裏縄文の土器が破片で確認さ

れている。!可j手め了L都立大湯付近からもほ集されている J また， _L詫間目遺跡fj安ヶ千百遺跡21

柏木森遺EdLらは，胎土に多量の繊維を含み倒iの羽;IKk:思丈の砲された所謂砲弾形の深鉢が出
土しており，早期末~前期初頭に位置づけられている。~二記の遺跡からは，縄文時代早期東北

地万北部に通;釘のトランシェ様のTi-#:Fも併せて出土している。 他に極く少量ではある

らは貝殻文土器の破片，飛鳥平遺跡からは青森県八戸市でも It¥:::l二し，草創部jの可能性も

指摘されている爪形文類似の土器も破片で出土している。

縄文時代前期jの遺跡としては，八11)長平玉内にあるj青水jI司遺跡があげ‘られる。この遺跡は昭和

29年武藤鉄城氏等によって調売され，県内で初めて縄文i時代竪穴住民ー跡2棟を確認した遺跡と

率数王子は第 3凶の遺跡番号と一致する

-9-
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i主号jドつ {dlI¥とII 

!日間前nJjfを円筒下層 d 式を ~I-' 心として， jI J白下層 a式司出j二したして注目さhた。

らhる大，lJH3 ヴf'-j'，ってまた円{立下回 d
ザイ戸、_，_ l、
{、d')') ， b 

}二LlJLU 井遺跡Jも出土している υ また，1R北縦trl'i動車遊間

小よI?N，自'I~遺跡等から主に 1 1J 

木6

跡; ド層 d式をrji心とした前j明白菜の土器の1]¥土を

縄文i時r時i在H-代~ I~j判i

助;~ ~北ヒノ宇林本 1 J室助跡:!J北ヒノ1村林オ宇CI口I 

みてし、る。

大木9-さ).L， 干j'k;l:lの?支よ炉をもつ

また歌内遺跡では句 を出土フラスコ状土j墳の楼底から中ノ10式土器をI:!llj二している。

している U

発見{刊の最も多Lミn年J!:Jjである。東北縦

した)i!日二遺跡: 後Jt)j初出1の
18 

紐の炉をもっ竪穴住跡を検出した案内 I遺跡

通じて，鹿角における縄文時代各J[:JJ後j明は，

どl竪穴住民間;を

士宅設土器を検IHした

案内III遺跡:4jiL2jr平 I遺跡:υj玄←、11:II 

後lm貫自動車遊関係の遺跡では、

II を検出し

さ1し国-一、{
 

句レ ~r

三ドつ 」苛さらにI:l汚和43守三にある。

さ7.Lている。後の土i誌をilった仕立をもつ笠穴住民跡の検出

その徒数IIJJに
11.:1 

27年の/ilijtドに調査が行われ!と跡指定された大;持fJti.:JkJ"1j干114，昭和26年，また，

型l'I-jl :1/七の両列Tjの{也にも付i主主主f:奇)i)i'にjijcイ1泣五l:の)jJ主宅

されている

，)昔

日免j[:Jjでは j古水向i宣跡と同じずは也に立地ーする

されきわたって

日'~~J日j中葉の遺物とともに所

Jilを

している。東北縦立自動

しρ
るf，'Jiむとちょ

らhラ

ニジ)二芋ず‘
二J... /_"J  さ tL-(_ :，合口五百日

p
ん侠

11史HJJ初出iのj宝物ら袋;[犬二i二:tj{i刊千三検出され宅

している。
Jレ之， .' 

さ:タ¥

全日らjして:::__ J... 
， .ラ秋同県内における弥生時代の遺跡は現存までのところ縄文時代のそれと

鹿角はそのI11にあっては比較的該jtJJそのl句容とも少なく立つ不明佐な点が多Lいる遺跡数、

様相の理解がすすんでいる地域である。

IHffi岱遺跡内ノ庇角盆地二iじ端のノ-j，t，反町周辺では，奥山illJ.J，安保彰両氏の活動により，

また鹿角さjしている。ふ~
A 、ーf麦jじC天 F山等から，

らは!J]館式類別、の土器が

林遺跡から縄車fBの絡縄体の回転地文された土器jf，奥山il'l[j氏等命名によるところの小坂X式土
20 

1 遺跡からは天王山式類初、の土器カt

大地平遺跡JjFリしている。東北縦:民自動車道関係の調査では、

こjしら

オミだ不

しかし，している。

伴出する|民られており，

12 

さらに猿ヶ

の弥生時代の土器は今のところ断片的な

器が出二!二し，





環境と周辺の遺跡

明な点が多く残されている σ

、1;:安WJの一古代の遺跡、も .i[q '. iJiM ft iJ.ilJをJl?して来ている。i:1iくは昭和初年に

によって;品~:rt さ j しその?弘役

i宣跡は計12ヵ)i)i'のi毛穴filーからなると

叩よってさlLた

されたが，その調査当初から

る。ニグ〉

ヰ1に入る火山灰層が

注目さJ.L，以来斑角における該Jt:JJの遺跡調売は，この火山灰層との関係解明を大きな視点の…

103 

っとして据えることになる。近年では大助r~~状列行周辺の分調査，烏聖子j宣跡， i原田平遺跡，
2S 

小平遺跡等の調査で，技JtJJ~三六 U::h' ;制、が検出さ j し また司 点Jヒ縦貫自動q{週間係の調:在てやは，

6 ." .•. ..， ::; q "  __ __" .. ，10 

歌内j宣~;~< Jt是正;平遺跡" ~Iヒノ 1;* 1 j立跡， 二!ヒノ林I1j宣跡， Lf;~lt司 W 遺跡， J拘中村宜跡「
よ3 26 111 lS 

~!~I J IUi;I遺肋"案内 I遺跡，案内III遺跡，友.J柑11 安/神II遺跡，下JL'下遺跡などで竪穴
G討

住亦が検，'Hされている。さらにfA1J休!な遺跡，tii rliJIIJ館遺跡でも同慌の住Ifj.跡が検出されてい

っ
Go 

のばる 0

ら J)~在まで惟認さ j している該J~)Ji主肘跡の総数は， 144村:という膨

1也に、奈良 '1三安!切の遺跡としてはう 十和田錦木字市i在地にある

+，ブー-
(1"')モヨー あげられる。いずれも終末期の小円墳であ 1)，.E顎，

している。また 1-f;IlFA字室田にも占墳，Wf:があったと伝えられている。

を11¥土

鹿角は，鎌合11寺代にこの地に移住したと伝えられる成田氏，安保氏，秋元氏句奈良氏の

四氏の支配する地域であった。これら [JL]氏から出自する各々の庶流は，盆地rJqに所領

を持て「鹿角由来集，.jJ iI鹿角由来記』などに伝えられる鹿角四十二館にそれぞれ居を構えて害Ij

拠する。二の状態は近世鹿角が南部領となるまで続く。

鹿角には，鹿角Im"I-二館あるいはI}LJ.，-J¥.館に該当するものを含めて計58ヵ所に及ぶ f館 i跡

が確認されている。 二れらの「館」跡は， 丹:1犬に張 1)出した台地を， 1 ~数本の掘切をおこな

づてjiょリあげている多草!日主主充式のものカf多いっすなわちヵ向?の「官官」跡は委主f同の郭カ{-;i主づ

ている。また，郭自体が元来舌:1犬白地であったため， 「官官」として使用される以前にも人間の

同住域として選定されるが多く，郭卜JuiのriN;]jli~ では 11.)" として縄文時代，

跡等が9~1-1止の遺HN， j宝物等とともに検出さhる。
(:io 

現在までに発端調査の行われているのは、 ;Jぺ対日七、ソ館， 長午館;怯111本企j宣告跡等があり，

北縦員長崎亘関係では， ~制iI[館i室 Eずと手L 11 二 fií~の白IS と考えられている妻ノ桝1 1?lvJ11:3同iIIj

手L守口lよj宣跡凶



柏 木 森 遺 跡t

遺跡番号 No.l5 

所 在 地 鹿角市花輪字柏木森44番地他

調査期間 昭和]56年 7月20日-11月4日

発掘調査面積 13，500m 



遺跡の概観，調査の方法供

1.遺跡の概観

遺跡は， IJ~l 鉄花輪線lE左中花輪駅南東 1 km，標高200m rgij-lをの段丘 LI二位置する。

遺跡の位置する花輪盆地は Tお北に大きく fillぴた盆地であるが，ほぼその中央部で東西の同j

ill岳Jill;;g:がせり出して，設地が南北 2 つに分If~T されたJl三:lk を呈する ι 南側の盆j也は宅入 11 I需平か

ら北流する熊沢 )11 と右手 VìlmiJカ‘ら i珂 ~fi[する :;1ミ代 )11 との点に聞けた1ftJ也であり，北iQlJ の盆

地は句盆j也内を北流する米代)11とート千111日からrH流する大沿)11，青森県側から南流する小坂川と

の台iJiE地点に開けた盆地である。

:つの盆地のうちjヒ11刊の盆地rJqに位置する。点j![IJIlJ岳地'Ji?の裾野は標高 200111前後

の段となって南北に広カiってお 1)，遺跡;はこの段i王1-.，市端にある。 遺跡のある段丘の

両側には花iJiiI[llIJのdj街地が!よがり，末:代)11は[Jtii[iljの山岳地fi?に沿って流れている。

遺跡は J点iWJ111岳地i;;?の際近くにあ 1)，調査区は路総に沿って南北によれミIf:;で設定した c 調査

!三部分にかかる遺 hl~;の現況は， ;J<.Hl，畑j出O!j;のおj:f初出とアカシア える:吃J也となづ

てしミる。

遺跡の南i[liJには隣接して， I可じ京北*{並立19動亘路組内に

No.31， [If1千U56年度調査)があ i人本遺跡とほぼ判俸の性格をもっ遺跡としてfj在認きれているつ

また‘路禅i守北側に(;J:， rll / Ullt.遺跡(遺跡番号No.16，Ilf行Ll55，56LrJ主調査)があ 1)，平安l時代

の{主}Il;一尚;{止を 1I1心とし 多く *責111きhている c

法方の査調つ]

点IHIJの111JむがIJ、さな;尺によって{主力、に!羽析さHる をrji心に選定された。

すなわち南iWJは約 5mの比自主のある明立長松遺跡と接し考北iWJは点の山岳地から流れるdてを

1克どした内mu約13ヲ500m'の区域て・ある c 掛布l正のI!JIぷj:. fi本j立i路公団設読めj立路111両手えの間とし

た。本遺跡内においては， ;1亘路は比較的Hlい二工j法によ勺て作られている:為，その IjJh\ は 40~

55111干自主ていある。

内には， 5mX5mのグリットを設定した乙グリ yトの基準となるラインは， 日

路公団の設置した道路'11心杭STA123とSTA122を誌を南北の基線とし，基線に対して直

るように点jtqのラインを STA12;jを起点として設〉ζした。また，東西のラインには南から

アラビア数字，南北のラインには束からアルファベットを付し，その組合せで各グリット東南

1;出の杭を， グ1)ソト呼称に用いた。

- 19 
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調査の経過・遺跡の基本層位

調査而積が13，500m'と広大なものになる為，表土除去は重機を用いて行し¥その後人力によ

る粗掘作業を逮捕確認而近くまで行うことを予定したごまた調査中にllllる排土は‘誠脊以内の

束iWIJに沿ってイ犬に残し，重機により調査区外へ随時除去することにした。

調査区が，南北に 300mと長く設定された為，遺跡の基本層位が調査医内で異なることも予

想さlL，層{立の観察は重機による表土除去作業のi誌に，調査匿を縦断するトレンチ壁面によっ

て行った。

にあたっては句 作グ I}、ソトの隅の-杭を利用しての筒 1) 噌より実測し

た。また，遺構の写真撮影は351聞のカメラを用い，モノクロ， リバーサノしとも遺構確認時の状

態，断Iriiの状態司完;屈の状態と [iiJ~ .のj宣hW:(二ついて 3凶の撮影を原則としたc また噂最終的に

遺跡全体を航空写真iHlJ量し，遺構配置図を含めての地形図を作成している。

3.調査の経過

昭和56年 7n 20 r~1 から人買を導入しての継続IYJな前五を開拾し，同年11 月 4 日まで

の 108日間を費して行っている。また，この継続的な調布の開始以!誌に，

試掘等の作業を行っている。 調査経過の概ln告は以ドの通 1)である。

6 )=:1 16日 調査前遺跡全景写真撮影

26日 土層親祭出トレンチ試:tflu

7 )~ 9 日 ~18 日 重機による表土除去作業

20 ki 

8 ]j 17日~

10 Jl22日

11月 4E:l 

遺構精査開始

航空写真撮影，航空

4.遺跡の基本層位

本遺跡は調査区~rfü手責がB ， 500m' と広大で、あるため，入力による 1乱掘作業以前に

の表土の除去が必要であった。したがうて表土除去作業以前に遺跡地の基本層{立を

iヨ安としている。

トレンチ

を用いて

い作

は，調査[互の中央を南北に縦断するトレンチを設けその断面によって行っ

た。(第 2図)基本層位は以下に述べる通りである。

21 



柏木森遺跡

H = 205.000 

H=203.000 23liJl日

第2図 柏木森遺跡基本層序(1)
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遺跡の基本層位

一一H
 

Hニ

M
H
 

第 2図 柏木森遺跡基本層序(2)
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柏木森遺跡

第 I層;

第II層;

第III層;

第rv層;

第V層雫

第四層;

第四)語;

10Y R 黒色jニー硬度強，粘性弱，小礎(5 mm前後) 1 含む。

植物根多L、耕作土である。

7.5Y R7i- 黒色土，硬度強，粘性強， {手正，-1 程含む。

j宣物を多く

10Y R%' 

る。

硬}支強，粘性中，

小牢(2 CI日前後) 1 %程含む。

10Y R釘 黒色:!-_， li自主強，粘性rt1，i手G5;-i?m，入場
と思われる。

1%綜合む。

10Y R九

7.5 Y R> 

10Y R 

硬)支強唱半[I:j性 と思われる。

黒色土中に多量の浮王!粒を浪人する。

硬度やや強，粘性仁fl，浮石5%程含む。

ブ口、ソク:j犬に 2

2 %fiut入

トレンチの断面によって観察できた層は以 1-_のvrr替である。このうちヲ

められ，最も基本的な層準を成すのはあ I層~第111層までである。第lV

を_iEtIして52

第V層は 内

噌ーって多く見られる倒木痕の按jfjしによる が断用として観察されたものである。第

ごく部分、的にしか認められないが宅第 I層と第II層の中間にあって浮石を

多く含んでいる。おそらく第 l層の耕作が行わtL されたものと忠われるが号大j号j手

と認められる。第 VITJ~ 今ある沢端iが以西っていたと思われる箇所に

した層であり警本流によ勺てかなり設乱をう;仁三毛布層下iこは轄しい

してLミる。

第II層~第1II層に包含される 第11層中からは縄文時代晩期の遺物を多く出土しヲ第

り を11ft土している。 よる去二仁除去は第 1層のを目的として

li¥， "入力による粗掘作業は第m層ド部まで行っている o 11'土終的な遺構の確認は第 III層下の地

LU r古iで行ったの
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遺構と遺物

5 .遺構と遺物

遺構

調査医内で検出き j

跡 1f束である。

j蕎跡は調査区の北jHlJを横断している道路に沿った個所に積出されている。最大IjJM5 m，最も

円形の土墳60基， Tピット 1基，掘立柱建物

深い{借り好で深さ 0.7111である。京jHlJから西側にかけて傾斜している。誠盃区北端には現在濯概

用の水路があるが、この溝跡も古くは水路として利用されたものと思われるr:(第4図)また調

もIIJIrIおよそ0.8m，深き0.2mの小さな瀧跡があるがーこれも同保水路として用いら

れたものであろう。

道路跡は，調査[-;<:の南側を南東一北西に斜めに走る JIラで検出された。調査以前に現在では使

用されなくなづた市道沢仁lit蕗線がその痕跡を残していたが，今fUJ検出された道路跡はその束

測を併行して7じるより!ない時期のものである。 IIJtμ土およそ 3-4111ヲ径 5-10cm手呈の礎が轄し

いる。またところどころに卒の特凶事と忠われる浅L司草カf認められる。

j茸跡，道路跡、とも 1~I"' tUする遺物がなく H寺期決定するに主らないが，議跡は現在の水出近くを

走り，水流の流れた方向には今も提が存在すること，道路跡は近年まで使用きれていた市道に

併行して走ることを考慮に入れると，両者とも極く新しいIl~j引そのものではないかとの推測がで

ぐ匂。

山形の土墳は，断面11;では袋状ともいえる末広がりの形状を るものが含まれる。末広が

1)の形:j}¥を皇さないような形の土墳であっても，実際の構築1Mは検出u'uよりも上にあったと思

われ， したがって本来断面形態が袋状を呈していた可能性はある。また，この断面形が袋;[犬を

す口王 フハ
V

『フロート;[えに
~ 
ぐド 2三

る{刊がある。これは新たに された rl-Jに捨てられたと忠われるもの

で， J二墳の使用時期の新!日関係を教えてくれている。
4 
f 

〆f、 Lコ されたあ

と自然堆積にまかせ同たと思われるもので苧埋め足したような例はな1.)"土墳の覆土には縄文時

代i晩期の土器を包含するものがあり， I時期jをその近くに限定できると思われるの(第 6関~第16

図)

Tピットは長径160cm松，深きが80α11程の比較的規模の小さなものが1恭確認されている。

長軸の方向はN-75
0

- Eである。 遺物がなく時期は不明である。(第17図)

掘立柱建物跡は調査区南端ーから検出されている。計14個の柱穴からなる。 11閣の柱穴は平llli

形が方形を呈し， 1 辺が50-70cm程で深さは10-20cm程である。柱穴間を結~~~~線はやや斜交す

る。 遺物がなくやはり時期は不明である。(第 5国)
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柏木森遺跡

出土遺物

《土器》

土器は時期的に大きく縄文時代の土器片と平安時代の土1~ljJ器片とに分けられる。縄文時代の

土器片には，縄文時代早期末~前期初頭の時期，縄文時代中期，縄文時代後期前葉~中葉，縄

文時代後期末葉~11免期初頭のものが含まれる。

第 1 土器，縄文時代早期末~前期初出iのものを本とするむ

第I類二!二器(第18図 1~13， 第19図 1~lû， 第2u図 1~12， 第21図 1~ 7 ) 

表裏縄文の土器である。表面を右側，裏面を左1WJに置いて図示する。縄文}}主体は大半がLR

を用しミている。 RLが用いられているのは，第18図し第19図 5， 6， 8，第2u図6，7，8 

の7点であリ，他は全てLRのものである o U縁部資料，腕部資料に分けて記述する。

《口

)単体の出転方向は， a b縦七'[， c李j位(左上 d s手I.f立〔 の4つが

よ

a 十 C or d.・..・・ z・...昼・ e・る品 6， 8 a十 C 01' d..‘盤..・.....*・ 6

また口綾部の断}古ijf;.i丈は， 口

るとラ

るのが共通する

を，jifび平縁となるもの a 盆 a・ー‘・・ 8・a・6・・・ e・e・……・ー・ υ ・一......1 ~ 9 

上端が丸味を':ぜひ， 1ûmm前後の間隔で宴Ij目をもつもの……………1û~13

の2持組がある。 後者では刻日のは右→左のものが多L

るがラ大きく去け

その他口綾部の特徴としては， 5， 11のように口縁直下に竹管状工具の背出を用いて浅い沈椋

をめぐらすものがあり， 11の沈線は17mm程の間隔で押し引きされたものである。

〈胴部資料) (第19図，第2u図，第21図 1~ 7 ) 

第四図 1~lûの資料は，第18図 9 の口械部資料とともに同一個体である。表面に地文として
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柏木森遺跡

LH原{本が，横位乃至右上一左下の方向で回転施丈された後， liiJ ・!反体の庄痕による文様が施

される。比較的圧痕の明瞭に観察できる第19国 3の資料によれば， L RJ反体 1条にj主弧状に軒

下するように他のLH原体1条を絡ませ，その圧痕で文様を表出させている。土器全体の文様

の復元はできないが，以上の基本的なノfターンが繰り返されて器出に何段か施されている。腕

部での原体の回転方向は』定していない。

第 1類土器は胎土に祁i砂粒が混入されるが，焼成は良好で、堅級なfJJ二りとなっている

第2類土器(第22図 1~17) 

連続料突文，Jレーブ文，コン pパス文によって文様構成きれる土器で、ある。第22図 1~17は jriJ

…1lnl体である。日縁部及ぴ胴部には 4条づつの連続束Ij突文?i?がめぐる。 連続料突文は 1段の撚

りの縄文原体の先端(1段→ 2段の|祭に折り曲げられる1f11J) を器1Mに押し付けて施文している。

施文方向は左→右である。判突丈の施文にさきだち，刺突列が最終的に条をなして施丈される

ように先端の鋭い工具により 4 を地文し，科突文はその上から地されている υ

ループ文は 1段撚 1)の縄文原体RとLの2種類を用いて施文している。 1段')段のi禁に折

1)曲げられる側と逆1H1Jの先端を， H の:地文列では器ÎÍiÎに付して)1.に折り r~R げ， Lの地丈亨IJでは

右に折り i担げて施文しているつ拙文方litJは同じく右→左であるu コンパス丈は， Illr江Qlllm棋の半

裁竹管状の工具を用い、 tて→右の)j lúJ で地文している。全体では~~~ ¥波状口縁を呈し(波]豆古15

は左右対祢で‘はなく右側による，やや開き/，，{1I末に立ち上り)]阿部が膨らむ器形を呈すると忠わ

れる。日台ニr:はかなり砂の土を月弘、製作されているが，よ完成は比較的良好に行われ堅放な仕上

りになっている。

員f~ 3類土器(第22[Z118~ 28，第23l話1~6 ) 

f~主節の斜縄文を施したこヒ器であるコ 28， 1 ~ 6とも同…11週休である。 使用

されているのは， L R Lの原

部にi近丘 Jづづでづブ-r、く;に二したカがf九しミ回転方l向訂にずjれ戸Lが生じる己 また第22図18-21. 23号 25等に顕著であるが

原、体の 1方の先端を 2条のRのぼ体で縛っているため，その!ギ痕も器I討に表わ;fしている。器

形は平縁の深鉢形をとると思われるが，底部近くの資料から判断すれば底部は鈍角の尖底にな

ると忠われる。器壁には多量の繊維を混入させるが，焼成はよ以-j-"C';;笠い。
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柏木森遺跡

第4類土器(第23図 7) 

器面全体にLRの斜縄文を施した土器である。

粒を多く含むが繊維は含まな~，'0 

日
-

J
Hド してしミない。 2台土は砂

第 5類土器(第23図 8守 9守 10)

羽~I犬縄文を砲した土器である。!京体、は LR と RL のものを結束して用いているとl 胎土中には

最;~*jt を含み‘ は良/.lJなものとなっているー

第6類土器(

組紐の回転庄痕されたものである。

第 7類土器(第23図13号 14) 

連続瓜形文の施された土器である。粘土統による レ してJJUf:文

している !民773は!むきを さiしてLミるのに対しラ 14では向

十 Aの方向に地文されている。目白土には繊維を合ま 十酢
司ム 匂

め 00

第S類土器(第

角棒状の工呉により雫連読して押しぴきす主文された:土器でjうる。押しぴされ!当i誌は 2mmJj至

3 mmである。施丈方向は布→左である。胎土には僅かに棋維を青み焼成は良好である。
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遺構，と遺物

第II 土器 縄文11寺代仁11J明のものを本~~I~の土器とする。(第24図 1 ~ 3，第26図 1) 

4片ともfi:iJ---Wil'休である。弁状突起には粘土紐の隆弘:を貼付している。 地文としての縄文は

R しを用い守突起下部ではその i二に よる沈線文が描かれる。 jj台こと中には細砂粒が若

し司焼成は良好で‘ある。

第IIIffI'土器 縄文時代後期前葉~中葉のものを本tRうとする。

第1類土器(第24図4) 

i在fi;:と沈線文による文様構成をとる土器である。1":-1紘は波状[J縁を呈し，口唇に沿って降帯

が張り巡らされ， [;令市7ーとにはLR縄文が施される c また，i.皮頂部から降，j;?を垂下させている。

iφ:ifで区画されたr!1には沈根文が地文上に描かれる。胎土には細砂粒が含まれ焼成は良好で、あ

るの内Wiは二次火熱のためか収状に恭Ij落している。

第2類土器(第24図5~17) 

!舟ng縄文手法ーのとられる土器である。 沈線によって な図を描き， ~.忠誠による

沿って地文の縄文を!主計百している。 地文として}小、られる縄文はLRが多¥;¥()胎土中には僅か

にJ沙*i'Iを含み，焼成は概して良好で、ある。

第 3 類土器(第24図 18~20)

無文の土器である。口紋端が大きく肥厚するの器出iの無文部!整は丹念なミ力、、キによってなさ

れている。 20は山形の大きな突起となるものである。胎土は比較的精選されており焼成も良好

で‘ある。

第N1if土器 縄文代後期末葉~A免J!:JJ初頭のものを本併とする。

第11領土器(第24[B]21~32， 第25図 1~ll) 

)長消縄文手法により，入組文/えぴ連弧文等の描かれるものである。入組文の入組部分で沈線

が三叉状に変化するものである。また口縁部には所謂魚、尾状の突起や， LU形の突起を持つもの

もあり，突起 iごの ~~r討にも三叉丈が入れられる{ダIjもある。また第25図 11は，器開に獣I扇状の突

起を作IHしたものである。

第26図2は，台付の鉢形二i二器である。口縁には L!lifr¥に刺突のある突起，初みのある突起，山

形の突起の禄類の突ia}J{付けられる。突起下には突起を間むように沈i誌の連弧丈が描かれ，

体上半の文様借内では上ドを区fI1せする沈線から，立いちカtいにrilJき合う弧線が描かれている。

地文としては Lの無節の縄文が用L、られている。
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柏木森遺跡

第 2 類土器(第25図 12~19，図 3~ 6) 

口綾部が無文化され，三叉:1犬伝刻を基調とする按係が地される土器である。 12のように王抱

きの三叉文の形状をとる場合もある。

第26図3は， LJ紘部と胴部の境に!福山部をもっ鉢形土器である。日縁部はノj、波:1犬を呈し可 j皮

頂部間を連続する弧;1犬沈線が連結する。日rljl部には府沈線亨Ijがめぐる。胴音rsの丈

縄文手法による入組文が描かれる。地文として用いられている縄文はLRである。

5は， LJ縁部からゆるい}曲線を摘し 1ておりる鉢形土宗主である" LI 

;1え沈線と三叉状沈報が描かれる。文様J;;?の下限は 2条の平行沈線で画される c 腕部以下にはL

Rの縄文が回転施文されるの第26図 61土台付"(7)鉢形土器である c 仁i縁部には 4単位の突起が付

され突起問もまた小波状を呈する。口縁部と胴部の境には屈曲部があり，口縁部文様帯と服部

文様i;;?を!回しているが，両文様?ifともに三叉状沈線が描かれる。腕部文様号?の下限は 3条の平

行沈稼で画される。また台部との境にも 2条の平行沈線がめくる。 fJi郊の文段'貯は 3段に分け

られる。上段の文様帝には技線をもっゆるい波状沈静えがt誌かれる。 r[:1段の文様i日?には楕円形と

円形の透し彫りが交互に配さh，その間を波状沈線が連絡する。また，この区画の内部を三叉

状の透し彫りが充填する。 fl支の文様荷には三叉状の沈線が地されるの地文としてJl!l.ミられて

いるのはLRの縄文である。

6 1立法鉢形の土器である。器形から推して台部の付(可能性もある。ロ

欠;たしてι1)不明であるが，上午二の丈には三叉;1えの沈線が円形の刺突を中心として配

される。文様市の下限は 2条の平行沈線がi叫する。腕部以ドにはLの無節の縄文が回転地丈さ

iTる。

第2類土器の飴土は概し されており，器Lhiも を中心、にゴI:'F~"，こよく1iff壊されてい
るU 焼成も きi二がりになっている。

第 3

二手商:1犬文及び羊歯:1丈丈の変化した裁痕子IJの地された土器である。明確に手1索状文と言い得る

のは22のみであり，他のものはかなり大きめの裁痕手IJと化している。第 2類土器同様胎土は精

選されたものが用いられ，焼成も良好である。

第 4 類土器(第25図25~27)

体音rsの隣消縄文の発達したものである。 25は浅鉢形の土器である。口縁に所謂 21ri~11 対の B

突起が付ーされ，体部文様奇?の上限は 3条の平行沈線によって両される。 27はかなり太い沈線に

よって麿消部分を区画したものである。 地文に用")られるのは25~27 とも LR縄文である。
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遺構と遺物

第 5 類土器(第271~ 2 -5，第29図 1-4，第25図28-33)

をもたず，縄文だけの地された士器-て、ある。器形は台付の鉢形，鉢形，壷形等がある。

縄文;土 LHが多いが，第27図3，第29図 3， 4では Lの無節の縄文が地されている。また第25

図28-33のように口縁部が無文化されるものもある。胎土は砂粒を多く含む。

eA 6類土器(第28図 1， 2) 

叩 iすri:i百メガネ状の突起をもった土器である。器形はやや広口 をとる。頭、部の突指

i二には間隔をおいて沈線がひかれる。第28凶 1では口縁部と体部に LHの縄文が施される。胎

土は砂を多く含むc

第7類土器( ~i ， 4， .5) 

器ぜIIが無:文相ー慢された土器である。第28図4は縦方ドlJ，第28限 3，5は横hiI1Jに研熊されて

いる。同 5は口 ー玄IJ日をもつの胎土は精選されており宅地成も良好である。

応部資料(図 6， 7， 8 i 

鉢7f~j二器の底部資料である u 第28図 6 は第 5 類または第 6 類の岐部と思われ号第28図 7 は第
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第諸国 8t土第 2類二L:.器のものと忠われる。

第vm~土器土1M器を本群の土器とする

第1'1説土器(第301主11-5 ) 

安!日の土器であるつ 1は故大庄がH[ii]部 f-ー半にくると忠われるものである υ 外出は口

自治市江主(7)ナテ〉脳部以下が縦{立のヘラケズリである。 内jI:tiは口縁部がi黄{立のナテ HI括IS以下

には，ハケメが残る。外出頭部のナデ調務部分では，調整の結果 2本の降線が残る。また外面底

くではヘラ状工具の押圧痕が残る。底部底TIIiに{土木葉痕を演す。 2は頚部に 3つの段をも

IJ綾部~頚古r;の破片である。外面は横{立のナデにより調整されるが，体部以 iマに

はミ方、、三千がすむされる。 I)~j古 i は仁J ~後部が横{立のナデ，頚部以下にはミ力、、キが摘される。また口縁

1 irRI所穿孔されている。 3は内外I(Jjともにノ、ヶメを残す護形二iニ器類音ISの破片である。外面

に1段以[1封音ISを践す。又は外出へラケズ 1)‘内面jハケメの残る護Jf;土器の!底部である o 5は内

外IuTともハケメを地した後ミガキ調轄を行っている。底部はjS:凶的に張リ出させたと忠われ，

底fJJiも丹念なミ力、守調怒が行われている。第 1類土器は胎土中に砂粒を若干量混入している。
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第30密出土遺物@第V

第2類土器(第30図 6) 

1ぐうで
4シ 戸円，竺竺

♂巧y
J 

f 
zートノ、1(

ミ、

平b

fil 
111 

." 111 
" ，，' 1/，1 
γ/1 ， ， 
~ ， 

工手形の土器である。外国は主に ミカザキ，底部及び底部近くではケズリののちナデ調整

ている。内面は横位のミ力、、キを施し，後に黒色処理を行っている。胎土はよく精選され

を用い焼成も良好で、ある。
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遺構と遺物

《石器》

出土した石器は、表採，遺椛外事遺構内のもの合わせて71点である。 7レイクが大半を占め

るが， トランシェ採石器と見倣すことの出米るもの 4点 I岳製石斧 2点が含まれる。

トランシェ様石器

第31図 lは，最大長36mm，刃音[5のIJl日27mm，刃部角57二本体の厚さ llmmである。両面とも

な調整力IJT.1J'"施されている。

第31図 2は，縦長の剥)7をffl¥， 、たものである。最大長75mm，刃部の111/お9mm，刃部角79
0

，本体

さ16mmである。両側縁から表裏両前iに調整制離が地されるが，片面の刃部に近い部分では

素材剥片の主要剥離而が残る。刃部は素材剥片の設も古L、f(Uが}:fJ1"、られる。また，基部には打

rIiIとして母岩の自然聞がそのまま残る。

第31関 3は，横長の剥片を用いたものである。最大長70mm，刃部のIJlI仏5mm，刃部角44
0

，本体

さ14mmザて、ある。素材の主要剥離出には刃部を除いて殆ど調整剥離は施されていなL、。表面

の調持制離は両側縁に加えられ，刃部及び基部では素材剥片の剥離而がそのまま残る。

日31図4は，恭部及び刃部ども折損したものである。 る部分での1f立大長65mm，刃部の

推定IIJIJ¥40mm程，本体の厚さ22mmである。素材料片の主要部離函館IJには，右{削減からの調整剥離

が施されるが，左側縁からの調整剥離はな1.-'0 表1Mには全体に両iHlJ縁からの加工が施されてい

る。刃音1)は素材の主要剥離面inlJからの強l'力で欠損したと忠われるの基部も同じく主要剥離間

iWJからの力が加えられているが，欠損したとするよりも基部の整形のため1J目撃したようにも見

える。

tr~ 31凶 51i，かなり肉厚の横長の剥j1i-を用いている。この図では素材料J;命じたJ主要剥離面簡を

主において図示している口最大長100mm，刃g:liIIJI1¥ 61 m m，刃部角540であるこ素材争Ij片の主要剥離面

らiWJ縁の整形のための判的;が行われるのみである。表1MでJ土;，id削減からの調整剥離が砲

されるが，刃部及び右iWJ縁は調整が行われていな Lミ。

第31同 6は‘ヘラ;1)¥11器 )'.1'奈はトランシェ様子i誌のと忠われるものである。両面に調整

争Ij離が施されている c 現存する部分て、最大長46mm，IjJ日32mm，最大厚25mmである。

調整力11工及び使用痕のある争Ij片

7はず丁}白iとしてH然rMを残している。 さ4必2mm爪， 11ドドJ:山O加mm爪う !惇辛さ1口3註mr削側1mてでザあ

るo

図 8は，表l(rI左iHlJ縁が刃部としてHi¥，、られている争Ij片である。 最大長95mm，故大IIJh¥57mm

さ22mmである。表面及び主要判部i:f[Iiには全く調怒科書住が泊されていない。
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柏木森遺跡

第32図 1は，素材剥片の表出，左側縁に調整を加えた剥片である c また，右側縁下部にも僅

かながら調整が認められる。調整は刃部を作fれするような綿L、ものではなし粗い整形を砲し

た程度である。刃音1)としては右側紋上部を用いている。主要剥離部側にはMの加工もすむきれな

し、。

第32図 2は，素材剥片の表百li，左側縁及ぴ下縁に刃部作出のための調整剥離を加えた制片で

ある。右1MU~~設は母岩の自然出をそのまま残す。主要争Ij駒市rîmu には何の加工も地きれな L、。

第32図 3は，構長の制片を用い， 表lEUヲ図では左上の禄辺に刃部作iiiしの言j地主を地

したものである。表同i/えび主要剥離i古11聞からの剥離によって素材料片の打而は剥除されている。

第32図 4は.素材剥片のnfumiJr;誌に刃部門三出の調整孝Ij離を砲しているの調整は主に主要余Ij離前1

1WJに行われる。素材争Ij片の先端は階段:I:.ie剥離をなしている。

第32[2J5は，両側紘ーを刃部として用いた剥片である。調主主剥離;は全く拙されていない。

6は，素材料片の両miJ縁，弧状に張り出した と， 1司じく 5j_[:1:kに内j巧した行

{地縁部分を刃部として月弘、ている c 若干左側縁上部に調整剥離が地される

第3212{]7 は，刃部と基部の111Mが殆ど売のな~ '~+;:í ÍlÎ形が短冊形の出石斧である。刃部は緩い

弧をま高き， 刃部をjEfIlI(二

面形はli青円Jljを呈するむ

、
う砂

む とならず緩く湾出する。 jtlU禄部のi凌越は不明瞭で雫出i

8 は，基吉ISの尖る接Jf~の製石斧である。刃ì'HSは比較的強い弧を 1:[[i き，正 1Mに

をなすり iWJ縁は

31-2 頁

31-3 I 

31-5 151 - L 

31-6 頁 疋J.W了 i 31 N 

31-7 頁 石J.W 花 崩岩 I34 G 

31-8 頁 :1ムョi 流 紋岩 159- J 

※表掠としたものは重機による表土除去の際出土したものである。
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くケ~ 8 ~ 
第31図 出土遺物・石器(1)
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亡コ 7 第32図 出土遺物・石器(2)
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まとめ

6 .まとめ

今回柏木森遺跡は、のぺ 108H 1日!にわたっておよそ 13，500m'を調査している。検出した遺構

ii，溝跡 J亘路跡， IlJW~i:域， '1'ピット， .jJ:Eよれ建物跡て‘あり‘遺物は縄文11寺代早期末葉~前

弘 rtJJt:JJ号

WI積によヒ~記して.

11免](:1]初'J~_t t， T1j ftの各JJ与H日のものを している

rH _l:j宝物ともijiliJ1主以前に予想したぞl:の成果を ，晶. ， 
刀為勺 J二刀、'

:2， 3 き問題を提示することはIH来たと思われるつここでは‘調在期間，整理期間

を:Ìill して三i付いたそれら I二の!日j)]担を主宅.f~n してまとめにかえたい己

1 )土墳について

跡からははijj主のように縄文i王子代品J[:JJ，平安Ih~:代のi宝物が二している c このうち縄文時

代11免j!:;Yの遺物によって時期の特定が可能な遺構は601去に fえよ土壇て司ある

検出された i二t}Tむ土司その}f;1iきがおよそ 11J jf;~ であるの?王はおよそ 70crnから 200 C!11の範囲内に収

まる。 liVfITLi IF~ は，検出面iでの|羽 u 部よりも墳!阜市;がやや広くなる末広がリのものと，略方形の

ものとの~-t重 lj{あるカ九史 lilÎ はイ，~t[j::¥ luiよりもかなり j二{立にあったと J忠われ， :4三:長の|新耐形状

は詳らかではなし~護士はおよそ自然堆績の状態を呈する" ::l.J，資ト!すからのI-H土遺物は少なし

まれに完形または定形に55:~ 寸二器を11¥土することがある。

J)，_[二めような形態をもっ土墳は調査反内に併をなして る。 1右手は 'あ

り， 'I虫色11 ふ車両に横断する Q 

分けることも可能である亡存J!11は九々 10基前j麦の土壌からなっている。群在する土墳群li1

i可 どおしの新IU関係が認められるJJ;j1tがあり. レンズ:1犬土佐干責の

認められるものをi日，認められないものを新として把えることができる。

1'1 ?~~に任せたことをもって
1
J
~
T
I
}
 

Lr
一

ワ

hv
みの し、郎ち貯蔵穴とすることは

できないが， 1)互に貯蔵六とした場合遺跡全体をどのように復瓦することができるだろうか。

貯臓に併された食料としては‘植物性の食料が考えられており，主にドングi) .ク i)等の出

土WIJが多いc これらの堅果頬は春には充茅してしまうことからその貯蔵は l冬に限られる。ま

た採集fh]'Jtnも秋の 11時期にIJ(られている。 掠集!時期が限られていることは，その時期に大量の

じることを意味する。おそらく冬期間の食料とされるものであるから，

それは膨大な量にのぼったと忠われる。これらの竪果類が，その採築地から居住地である集落

へいちどきに運ばれ貯蔵された場合もあろうが，採集j也近辺に似に貯蔵し，後に居住地である

集落へ運ばれた場合もあろうと思われる。居住地と採集地の距離が離れている場合，この様な
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にとらhたと思わhる。本遺跡にわ寄与5さjした そのような仮の貯蔵を呂 [1'')と

-r二1主3江主 J可 e炉、i:!，ι .Jl..r..t... --7'"，‘， 1 L ...J- ，.J" L ~f 号、
しに午f1子ーュ+:c: Aしんハγf悶八」以ぽい 7)'ζ 今えにい

2 . j室物

第 1iif 第 1類~第 3類土器について

第11No土器は大まかに縄文時代早期末葉~前JtH初頭にi時期比定し得る土器をあてている。細

かくは第 1 類~ tf~ 8類まで分類してしきるが， ここでは っている第]強~箔 3類

の土器について特徴を要約し型式的な内容を吟味してみたいの

第 1

①平縁(小波状を含む)の深鉢tfJの器tr;を る。(底音IS形状は不明)

②砂粒を混入させるが句植物性機維の混入はなし

③口 L，玄IJ日を もある

叩は斜行縄文が施きれラJj主体のiHIJI1雨圧症による

と同じ!京体を)jcJ\.，ミて ~;;I'行縄文が施される。

さHる もあるつ

第 2類土器

は緩い法国吉15をもちラ胴mjにi主かにカーブをもっ}主主tJt3を呈する{応部Jj:;_;状は不明¥

J土砂粒を混入させるがヲ~:直物誌のjiι五、はな L

~l1'入 Iうじいか口仁 1:{) /L-- _';(_， コン/ス なり

つc

第 3類土器

平~;設の j菜鉢状を主し宅!主部形状は鈍角の尖)えを呈する。

②胎土には多量の;植物性糊維を混入する。

は!立体先端を縛づた複主iJの斜

I 第 1cJ立[~弟 3 類の大まか fr」 したものて令ある

京北J由万北部での縄文時代早期後半から前J~}J初IJHJlにかけて 内の

4斗をもとにおおむね以1てのように さtLている。

(日ケ久保式)赤御堂式。早稲田 5類時長七谷地第III群ヰ早稲田 6類C凸早稲田 6類 ab 

く尾鮫式〉
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まとめ

この日ケ久保式から表館式に至る編年は、従来赤桂Il賞式→早稲田 5類→早稲田 6類一→表館式

という大まかな型式変化の把握がされていたG しかし， 6類の内容が細分される可能性

を合むものであったため， H:七谷地 よって指摘された第III群土器の位置づけと，

それによって分離された早稲田 6類の細分型式が設定され，より細かに型式の変化が辿れるよ

うになったものである。長七谷地貝塚の報告の中では各々の型式について細かな分析がなされ

ているカヘその推移を 1.施文土の特徴 2 .器形 3.胎土の 3つの点に

に見た場以下の表のように要約できる。

第2表 縄文時代早期末~前期初頭土器編年(脊森県内)

施文上の特徴 2.器 形

{日ケ久保式) 単節の表裏縄文 尖底深鉢

赤銅堂式 一部に条痕文

早稲田 5類 |特味原体(0段多条，間加条) 平底i菜鉢

(/長七合地第I群b類、〉 による縄文

長七合地第菌群 0段多条の羽:1た縄文 丸底j菜鉢

横走縄文

阜稿毘 5類C 単節 e複節 丸!史ー尖底の深鉢

。段多条の斜縄文

卒稲田吉類a.b 類竹管の押しぴき文 尖j長;菜鉢

〈尾鮫式〉

表館式 ループ文・コンパス文 平底j菜鉢，1及状口縁
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3.胎土

j故維含まず

機維混入

繊維混入

識維混入

i品維~tL入

不明
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まとめ

このような縄文時代早期後半~前期初似の型式変化の中に，本遺跡出土の第 I群第 1類土器，

~ï-; 2 第3類土器を るとするならば，市 1頒士器{土赤iu'il堂式，第 2類土器は表

館よ，お 3類土器は早稲田 6頬 Cにそれぞれ相当させ得る。また本遺跡出土の資料では極く

かしか認められないが，第 8類とした押しびき文の施された土器は早-稲田 6類の abに相当さ

せることができ，第 5lriとした羽:I:kk:rl!i丈の施された土誌は第 3!j涯と同様早稲田 6類 Cにあてる

ことができると思われる。

秋田 IA~ jJ'J での該]!:JJの資料は未だ出土i叫が少なし古て森 Yì~ 1)'] の t~iñiFに充当させるにも~~だ不充

分な状況であるが，比較的調査が綿密に行われている鹿角地域内で(日ケ久保式)赤御堂式か

Lコ 叩 il¥:J..資料を村上ヒさせれば第33同のようになるのこのうち令赤御堂式に相

当し件る資料は鹿角地域内で比較的多く出土しており，本遺跡の他に大地平遺跡， 上葛岡W遺

跡， ~京ケ平 II遺跡等でもw土している。f:.J也平遺跡出土資料の中には表裏縄文の他に条痕文を

-rS:ljに殖す資料も fFまjし

として岩手県内の相当

の資料と共通する特徴をもっ。また赤式土器の地域性

( 111，守山弁天資料)にはJ]台ニ!二に私財:住を含むことが指摘されているが，

山角地域内の出土資料:ウ;.~議維を含まないことも青森県 l句の資料と共通するところである。この

他 情相当する資料は去:の神II遺跡からも出土している c

第五i!下土器について

本遺跡IH土の第II群土器は，縄文時代中期のものをあてた。この同一個体4片の土器は4l.ik

をもつこと，粘土紐の貼付文，沈線による所詔肋骨文と呼ばれる丈採の施されることから

円向上層 d式に比定することが可能である c

第III~.芹 ~'I二 i誌について

第III1[:下土器は，縄文 11，げにはり葉 ~lll葉までのものを

第 1;i立土器はH¥土r;.蓄えが 1J¥ーのみであるが， 波状口;f;或4を呈し粘jえ止の貼十jーによるl在，ji?と， そ

の!;{j]l1I内に充填される沈線え;によって特徴づけられる土器である。 県内での類似の土器は，詑

角T1J1I~鳥平遺跡句同市北ノ林立遺跡鳶ケ長根遺跡等でtH:J二している。これらの遺跡か

ら出土している土器は口紘部に粘一七紐陸;~Wによる文様JJC:があ l人体部以ドの丈様，;i? とが画然と

していることが共通する特徴である。三青森県内でも近年同様式}資料の明力nからその{立誼づけが

問題となり，従来の I-IJ要1)']1式の範!日書から分離してI!JijトfJ嬰内 I式として独立させて位寵づける

見方がされるようになってきている。同じように大館市鳶ケ長根遺跡の報告でも前十腰内 I式

として縄文時代後則前葉に位置づけている。しかしながらその型式的な内容，さらには地域性，

系統 Lの問題等未だ瞭然とはきれず，今後明らかにすべき点は多い。
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柏木森遺跡

第2類土器は，沈線文と磨消縄文による模様の描かれることを特徴とする。広い意味ではト

鰹内 I式の中に把えられると思われるが，出稼的なモチ一つが認められず，i尤j誌が著しく

線化していることから十腰内 I式のiやでもより新しい部分を占める土器群かとも忠われる。

第3類土器は器IIIIが無文調整されることを特徴とする。また，口唇部がかなり肥厚している

ことも特徴である。十腰内II式に比定することができる。

第Nt洋土苦去について

第W群土器は，縄文時代晩期初頭の土器である。

第 1類土器は東北地方北部の後期末葉からの系統上に位置づけられる入組丈系の土器で、あるつ

特徴として口縁部によく発注した魚、尾状の突起，体部文様借内に府消縄文子j去をもって描か

れる入組文，弧状の区画l文をあげ‘ることができる。この段階では なものも

入組丈の入組部分に三叉含まれるが， さtLる

文が生じる場合がある。

第2類土器になると，三叉文が独立した!室玄IJ文として泊されるようになる。一:叉丈の地され

る文様帝も口縁部に摂定さtL，無文調整されるようになる。 以上のことからお 1類土器を大j同

日式，第 2類土器を大沼B2式に比定することが可能である c

第 3類土器は羊1場文をメルク7-}しとする大相BC式に比定が可能で、ある。

第 4 類土器は所謂雲形文として内部の丈棋の発達したものである。口綾部の文様i貯は 2~3

条のユ!三行沈隷と化している c 大j向C1式lこi七定することができる。

第5類~第 7 i':I':った土器として埼解できる ある。類別毎
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2のような台付の鉢形土器は比較的 11'1"~、時期jに伴ったもので

を付した土器はよ 1)新しい11寺山jにi半ーったものと

第V群土器について

第 1類の斐形の土器は頚部に段差が大きな屈出部をもち，口頭部の比較的長いことを特徴と

する。また器面調整にハケメを残すことも特徴である c 第2類としたよ不形土器li，器面調整は

ミ力、、キによって行われ， I)~面が黒色処理されることを特徴とする。このような特徴をもった土

師器は比較的古い様相を示すものであり，烏野遺跡の出土資料が本遺跡出土の資料に近い。烏

野遺跡の報告では 8世紀の後半に位置づけている。
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図版1 柏木森遺跡航空写輿
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図版2 柏木森itl車測量E風最



結末猿iI跡北繕闘査区

図版S 結末森遺跡南錦繍軍区



遺跡基本膚序

図版4 縄文時代早期末土録底部出土状態
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図版6 m S K 011 :土器出土状態
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中 の 崎 遺 跡

i立 跡 番 で工ヨT No.l6 

J荷 在 I也 鹿角市花輪守二Itlの崎95番地他

調 査 期 間 H百干1155i!三8JJ 22日-12月12日

昭和56年 5JJ 25日-11月14日

発掘調査予定面積 12，920m' 

発 J屈調査面積 19，158m' 



遺跡の概観

1 .遺跡、の概観

(1) 遺跡の立地と環境

中のi崎遺跡は，秋田県鹿角市花輪宇中のIU奇95番地他に所在する。

遺跡は岩手県に源を発する米代川流域の鹿角盆地内東側にあり，国鉄花輪線陸中花輪駅の東

南東約1.6kmに位置する。

遺跡は大きく分けて 3つの台地からなり，南から I-III区とした(第2図)01区は遺跡南側

にありほとんど平想面である。 II医は中央部にあり，西側に段々低く 3段の台地を形成してい

る。 III区は北側にあり， II区から北西部にのび、た舌状台地で調査対象はその付根部分である。

遺跡は鳥越軽石火山灰層の堆積面である鳥越段丘面上にあり，調査対象面積は18，457m'である。

(2) 遺構の分布

中の111奇遺跡、は比較的平坦な鳥越段丘illiJニにあり，北側及びII区西側が急崖となっている。 1

-IIIILとも遺構の分布はまばらで，それほど集中している箇所はない。 II区中央部東側に土境

中する箇所がみられる程度である。

(3) 遺物の出土状態

遺構内の遺物は，平安時代の竪穴住居跡出土のものが多い。特に I区検出のものは， S 1 

018竪穴住居跡を除いて，多数の遺物が出士ーした。 II区の竪穴住居跡出土の量にはノくラツキが

みられ， S 1102， 104， 107， 108， 112竪穴住居跡からは多数の遺物が出土するものの，その他の

竪穴住居跡からの出土は少ない。田区の S1301竪穴住居jもかからも遺物は多く出土しており， 1 

~立i区ともかまどを持つ竪穴住居跡、は例外なく多くの遺物を出土することがわかる。また， J:::r、

の出土比率も全出土遺物の1 前後と比較的高い。 S1104竪穴住居跡から塙とともに，多数の

完形の土手が出土した。また，土墳は 1，II区から32基検出されているが，遺物の出土量は極め

て少ない。

遺構外出土遺物は，あまり多い方ではないが，縄文時代前・中・後・晩期，弥生時代，

時代のものが出土しており， 1区では縄文時代晩期後葉の土器が，完形一個を含め数カ所から

まとまって出土した。概して言うと， 1区は晩期のものが， II区は後期のものが多く出土する。
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調査の方法

2.調査の方法

中のIU奇遺跡はサービスニエリアのため面積が広しそのため調査は 2か年継続して行われた。

55年度は南側の I ら調査にはいったが， II区は山林のため I区のみに 5mX5mのグリッ

ドを組み調査にはいった。グリッドの南北基線は日本道路公団の付設したST A 125十00とST

A 125十Ll0を とした。南北基糠はアルつァベットとし，間に行くにつれ進むものとした。

調査区域のIIJ~が広く A-Z では足りず，その西側については A ， B.一ーとして区別した(間←

.....B， A， Z， Y......N， lVIラ L... 南北基線は算用数字とし北へ行くにつれ進むもの

とした(北←-…ー12，11， 10..一・・→南)。各グリッドの名称、はこれら基根の直交する東南隅の座

とアルファベットの組み合わせにより呼ぶことにした (15-K，14-L……)。

田区より行ったが， II区内はま されておらず，既調査区である I区から

II区内を通してIII区へグリッドのラインで見通すことは不可能だった。このため見通せるとこ

ろを利用して，セオドライトと横河ヒューレソトニパッカード社光波前日目別角儀モテつレ3810A

をftとい車区内に つωを ちこみ， これらの主主をfIEって I をそのまま利用し，

III区内にグリッドをまUlkだ。

II ため消滅していたので思 Lコ

fこc

グリッドの基線をもとにヲ間尺もしくは 1111のメ、ソシュを組んで実測した。実測の縮

尺は原口Ijとして Sニで，カマド等必要なものは Sニ話て、行づた。また地形実iWJ図は，

の挿図は現場作成のもの

堀跡について

した。

より作成した。

中作成のものをもとにー うち

量と現場にて行った S

土績はS=垢とし，遺物実利回はs=対及U'31-'こで

ついては遺物実{WJ図と同じく五ヲ対とした。きるかぎり

中に使用したスクリーン=トーンは次のとおりであるの

ま亮土 設先物 ま輩出

遺構宝物記号は令平域主:発扱調査で実地しているものを参考に縦覧自動車道関係遺跡発指

担当者が協議して定めたものを使用した。

居

i河可 jハ川lけ111i 只N 

道路.慌 .1階渚開段 111 R 0 

そ の f他也 11 R 

一 105一

然 i立物

角製品

活ilJに3
0;:.之[1幻



qJの附遺跡、

ゆ

第2図 グリッド配護国
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調査経過

3.調査経過

中の崎遺跡の発掘調査は，サービスニエリア区域内で面積の広いこともあって，昭和55年 8

月 22 日 ~12 月 12 日，昭和56年 5 月 25 日 ~11 月 14 日の 2 か年にわたって調査が行われた。発掘予

定面積は12，920m'である。

中の11I有遺跡は大きく 3つの台地からなうており雪それらを雨から)11真に 1[え II区， m区とIJ乎よ、

ことにした(第 2図)υ 昭和55年度はこのうち I区を調査することにした。

を終了した昭和55年 8月22日から，器材搬入を行い，発掘調査にはいった。数本

のトレンチを入れて土層を観察したところ， sライン以西で10ライン以南においての表土が深

いことがわかり， 9 月 14~16 日の間，機械による表土剥ぎを行った。

16日に方形の竪穴住居跡を検出，S1001，002とした。 遺構番号は検出JII真に001~付すこととし，

いとわかったものはそのまま欠番とした。 18日には I区南側を東西に横切

る農道に接して S1003を検出した。 S1003は現在使用中の農道に遺構北側がかかっており，

を{すげ替える必要が出てきた。そこで10月2日に道路を北測に{すけ詳え， S 1003の北側を

精査したところ，遺構は既に道路により破壊されていた。また，これと前後して I区の農道北

側部分を精査したところ，表土がたいへん浅く，遺物も少なく遺構はまったく確認されなかっ

たn

以後は，標準層位第V層の火山灰層の上面・下前で面的精査を行い，竪穴住居跡，土壌，溝

を検出した。しかし，遺構が確認される笛所は表土も薄く，火山灰層との新i日関係をつかむ

のは難しかづた。 S1001， 0υ2が火山灰層より新しいことが確認されたにすぎないc 遺構は I

区北西部に集中していたため，ここに遣 1)方を組んだ(基準高:日=181. 200 m 13 EIに9

Sグリッドから土師器の合口議棺が出土し，これを SX 011とした。周辺を精査したところ，

小ピットが検出されたものの合口議棺と関連ある遺構は検出できなかった。

29日からは， II区の大部分が山林のため枝払いなどの整備を始めた。

30日に， J章構確認部である標準層位第vm層上面まで掘り下げがほぼ終了したので， S 

を作成したの 11月11日から，さらに標準}層住第立層上面まで， トレンチによる掘り

下げを行った。その結果，遺構は雄認されなかったが，第V貰層中から縄文時代前期の土器片数

l.同{{t'，土したれ

11月下旬からは，検出済の住屑跡，土境，i者等の実mリを急いだが，降雪のため思うようには

かどらず， 12 H 12日， 1区の調査を終了したの I区の発掘面積は4，386m'であった。

昭和56年度は当所妻の神 I遺跡の調査を行わなけれはならず， 5月25日から調査にはいった

ものの，作業員を二分しての調査であった。
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中の111奇遺跡、

適当なプレハブ建設用地がないため，遺跡の北端のm区を先行調査し，終了後，そこを

用地とすることにし， 5月25日からII区のトレンチ掘りとIII区の表土剥ぎにはいった。 6月8

日に方形の竪穴住居跡、を検出， S 1301とした。 IIIIRから検出された遺構はこれのみであり， 20 

日にIII区の調査を終了した。 III区の発掘面積は1，962ぼであった。

II区は面積が広く，また試掘の結果表土部分がある程度の厚さをもつことがわかったので，

表土は機械で剥ぐことにし，機械排土の終了した 7月6日からII涯の精査にはいった。 14日~

17日にII区に業者による杭打ちの設定を行った。グリッドの基線は昨年調査分のものをそのま

ま使用した。平行して調査していた妻の神 I遺跡、の調査が急がれるため，表土剥ぎの途中では

あったが， 25日から一旦，中の崎遺跡の調査を中断した。

妻の神 I遺跡を終了し， 8月17日から，全員で中の崎遺跡の調査を再開した。 24日II区北側

から方形の住居跡プランを確認， S 1 101とした。 混乱を防ぐためII区の遺構番号は101からと

し，検出)11員に番号をふった。その後は地山の一つ上の層である暗褐色土上部で遺構確認に努め，

住居跡，土壌等を検出していった。

9月1日から小玉班の補佐見作業員が応援に参加する。この後は，さらに掘り下げ地山面

で精査面積を広げ，住居跡をほぼ掘り終えた10月22日に航空測量を行った。遺構の最終確認面

である地山面からは，ピットが数基確認されたのみて1 縄文時代の遺物もほとんど出土しなか

った。

地山面まで掘り下げ.をほぼ終了した11月9~14 日の間，平板i~IJ量による地形図を作成，対岸

の水品山頂から遺跡全景を撮影しラ中のjlf奇遺跡、の発掘調査を終了した。 II区の発掘面積は，

12，810ぼであり，この結果中の崎遺跡、の発掘総面積は19，158mごとなった。
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4.遺跡の層位

遺跡の層位

遺跡は約20，000111'の広範な地域にわたっており寺 I~III 区ではそれ

みられる。

I おいては， 1 -~ 7層

では削平がひどく， 1 )者の次がl也山という

を検出した北西部といえる。ただし，

も多くみられた。

かな 1)iri;くなっている{そII区においてはヲ ')本の沢日がみられ号その

な台地雨においても‘ I 

多く，あるところでも

III区においては，

認めら も欠立日しているところカf

しっかりした層とはなっていない。

山という状態であった。

央を通る Sラインにおける 以下のとおりである(第 4図)。
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中の崎遺跡

5. 遺構と遺物

(1) 遺構
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中の1崎遺跡

ど大きく外反するものは少ない。砂底の土器も 3点出土している。 12は品iijの羽口で全体的に火

熱を受け，特に上音防f著しい。また上部にガラス質のものが付着している。また鉄器も出土し

ている(第134図)。

S i 002竪穴住居跡

北側壁

531cm 496cm 500cm 

35.7-44.1cm I 40.2-48.8cm 1 38.4-46.7cm I 35.6-45. 8cm 
一一 -

15.0-26.0cm 21.0-29.0cm I 10.0-26.0cm I 17.0-26.0cm 

1.7-5.5cm 6.0-6.2cm 

27.2m' 

プラン確認 N層上田に されたが，最終確認面は地山上面である。

壁面的状態 壁はしまりがよし 近い立ちあがりをする。

床詣 平坦で、堅間である。貼床である。

壁溝 住居跡四隅及びカマド付近を除いでほぼ全周する。

柱穴，ピット 住居跡四i誌と南監を 1;余く三壁の中間部，及び南壁かまど両1ftUに2'1固，

1MUにI佃，住居跡北側の床面に 21固め計121間の住穴カ斗食出された。他に 31lQ!のピ、リトが確認さ

れているがヲその内南側隅のピット内からは多量の土器片が出土している。

かまど 踊な石を;EJ材として構築されたものである。天井部，袖部共に芯材の1=1が構築当

時に近い形で遺存している。

遺物とその出土状態遺物の 多く 3番呂の るの 1手はいずhも

り技法によるものである c またいわゆる亦焼土器の比率が大きい。喪は頚部が短し

りのあるものが出土している。またロクロを使用している物も多い。第12図8は木葉痕のある

土器て1 砂)去の土25も3点出土している。 9は)雲石で石質は安山岩である。
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第 8図 51001竪穴住居跡出土遺物(1)
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第 9図 51001竪穴住麗跡出土遺物(2)
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カマドの壊こ主

偽土 7.5YFU1もらず'1:あり しまりなし

亦倒色二仁 5 Y lUi 村;tlーやゃあり しまり rl'

月色二i二 10 Y n)i *1;'1'1:ゃゃあり しまり，!， I事H射品色(lOYR%; 
阪大紡ilt入 i子'l130%itLへ

4 .二号色 10Y 占A円ペaγiちり しまり rl'

色仁 lOY 六 千占i生ややあリ しまり rjl 浮~b-M~JJ、主党30九{j.~人
i山総色土 lOYH3γ{ 粘'!~!やゃあり しまり中

，7]τ褐色 i二 日YH>Ji 村;t上やゃあり しまり r!，
H奇補色ニ!~ lOY +占It，，<Jやゐり しまり，+， I~j 賞掲色( l()Y 

9.陥赤褐色:仁 5YR% 粘Hーやゃあり しまり r!'
10. 初色太lOYR% キ，li'l'l:あり しまりなし

11.黒褐色:!二 宇11作こ心ゃあり Lまり rfl
-1'::'.褐色l'. y代f主将il'lペコペコあり しまり '1'
13. Illj潟色よ 10Y 粘ゃゃあり しまっ'1'

14. H司潟色土 結YiペペJあ什 しまり ftl
15. I二い亦裕色j二 YHU 粘YIやゃあり Lま')'1'
lG. ぬ色 7.5Y nだ粘性やゃあり しまり'r';手れ媛大絞ら%混入
17. r河1ft.溺包←iニ 10Y只]i *占'i'!:やゃあり しまり 1ド
18.槌色ニi二 lOYHU 粘性ゃゃあり しまりIjl

19. Iニい:I!'(I¥お色ゴニ lOYH){ 特性やゃあり しまり lド 赤褐色(5YH;)i)
lijj武褐色(lOYn]i)ブロ :1;7:1えに混入

色二i二 101' 然性やゃあり しまり'1' 浮火校80%混入
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10'.浮石がやや少ない iそのflllf可じ)
11.褐色土 7.5YR~!1粘伎なし しまり ;j5 浮石!El
p 黒鵠色土lOYR?:i結I生なし しまり弱緩少ti!の干1509-&~fG 入
13.泉褐色ニlニ 7.5i R予i枯住まゃあり しま ')11'や

七1色紙!J 、校20~309h 14.黒褐色二七 7.5 Y H%粘性やゃあり しまっ rt
15.黒色土 7.5 Y R}~ 宇占性ややわり しまりヰI ;J・絞の;石10%滋人
16.極時潟色土 7.5 Y R%手占性やゃあり しまり '1'
17. iニJ日仏も色二iニ 7.5Y H. 9~{ 結後ややめり しまり rl"
18.赤渇色土 5YRU 粘性なし しまりゅ

19.褐色土 7.5YR.%粘性やゃあり しまり中
20. ，二ぷい焚絡色土 10YRY. *'占性あり しまり'1'

21. nn褐色二七 10YR文字't'i性やゃあり しまり中
22.泉褐色上 10YR交手ti伎やゃあり しまり ιド
23. Iこぶい炎裕色ニiニ 10YRY.粕性あり しまり'1'

24. I洛褐色土 2.5 Y R%':I'，占性やゃあり しまり中 赤褐色二仁(5YRYs) 
3096j昆入

25. に..~;ぃ黄梅色ゴ二 10Y R)iず粘性やゃあり しまり '1'
26.明褐色ニ1: 7.5YR%粘性やゃあり しまり中 小粒20%赤料品色土
27.祭掲色土 lOYR)i 粘性ゃゃあり しまり中小校20%赤褐色土

( 5 Y RYs)30%混入
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カマドの護ゴニ

1.黒字号色土 lOYR?f 宇占殺やゃあり しまりヰ 'J 、殺の手ï20;.~i児玉、

黒褐色土 10YH.% 松i生あり しまり弱

者占色土 7 .5Y RU 粘性あり しまり sj~
染色ゴニ lOYR3{ 粘性やゃあり しまり中
H奇褐色土 7.GY RU粘性あり しまり中

に.hい赤褐色土 5YR){ 粘性やゃあり しまり中
褐色土 7 .5Y RU  粕伎やゃありしまり中 小粒の石30%混入
赤字島色ニ1: 5 Y RU 粘性あり しまり中

9. t品色土 7.5YR){粘性やゃあり しまりや
10‘泉街色オ二 10Y R3ぎ 粘伎なし しま1)中 てた粒の石80%ifi:入
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ン確認 上国は削平されており，表土下直下が地山で，その地LU上田にて検出きれた。

壁面の状態 壁はしまりがよく垂直に近い立ちあがりをする。北側隅は農道下だったので，

道路をつけ替えて掘り下げたがラ遺構は既に岐壊されていた。

5華麗 平坦で堅固である。

壁溝 南壁を r~主く三方は壁沿いに壁溝が走るが南患のかまど東側は壁より離れて生病刀、疋つ

ている。

かまど燃焼音rs東側付近より排水溝と忠われる SD っている。

ピット 北iNJj隅を除く三1I品に される。他に住居跡中央部に 1f回，中売部北側に l

円 11羽 /7、 1
L '1但jVJL ツド

Jぞ J"，弓
C4L/._o 

かまど属

近い

を芯材とし されたものである 袖部共に

5・石が混入しており，浮石よりも主1]-し

遺物とそめ出土状態 遺物の

るがラいずれも回転糸切り技法ーが施されている

より強化されている c

と忠われる。

している υ また

也ル J 

Fよ-¥噌 の出仁であ

Ll ほとんど反りのないものもある

が‘顕部が短く反りぐあいの比較的大きいものが多い。また砂底の土器も 2，¥2?:出土している。

第17図11-17は付属溝である SD 004から I:H二i二したものである。工干、は回転糸切 1)技法のて地さ

れており号

18~21 は S 1 

21はt蚤若島で、，

しミずJ.lも フ
(Vあ

Lコ したものであるカう
~-"ì 1. 
H tJ ものと tLる。

る。
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SI008竪穴住居跡第18図

5.褐色土 7.5YH}'5'料性やゃあり しまりcf' 粘土質
6.諸色こ!二 10Y R;.{ 結f生やゃあり しまりq.l 裕士資(1'111) 
1 ~ ~二ぶい主tf~きさと土 iOY沢支 給位ベベ与みり しまり中 祐二L資{Jill流入1
8 息苦占色ょ 10Y JU王 寺ti併やゃあり しまり'1' THu色(7.5Y Rおj

ブロ '1;;オ};:iI主人4u9~

9. t.お色ゴ二 7.5YRjj 粘'1'1じゃゃあり しまり ~5j
10. P汚濁色jニ lOY R3<i 手，'i'I'1:やゃあり しまり cl' 1I司女綿色(lOY 

ブ口ソケ状浪人

住居践の壊土
1.来総色ニi二 lOY R3/2 しまワ rfi 泌総色 5 炭化物 白色

{ボサ、事 ]:~r;混入

J)A色こi二 lOYH.子1 千占段やJゃあ 1) しまり1j1 火111性かる干{混入
主主褐色ゴ二 lOY R%  しまり'"1" 焚祷色ブ口。ノタ 火LlI性信i小殺を合

む 主張/J、粒はI'IW，:l!主綴したとは忠われにくい
己尚色ニ 10Y しまり;ごし 女渇色小粒 自色校二rÜ:I~ へ
虫色土 lOY rr'}j結後あり しまりなし
6‘色ご七 10Y [¥，ヲ{宇111官:あり しまりなし

I. あささ色ニl二 2.5Y H_?，{村あり しまりなL
浪人

11. i手干i!¥'I
12.黒褐色土 lOYR完結'1'1:やゃあり しまり '1'

13.湾総包よ lOYR;5 粘性ゃゃあり しま 1)中

14.黒褐色ゴ二 lOYR% 粘性やゃあり しまり中
Fi. U奇褐色土 I.5YRil-i粘性なし しまり弱 焼ゴニ炭化物混入

混入(4と同じ)

16.然褐色土 10Y R.% 粘性なし しまり中
17.黒褐色土 lOYH.% 粘性ゃゃあり しまり中 焚褐色プロック状30

%混入

7.5YR;ず粘性あり しまり中 粘土質18.掲色j二

る色二七(10Y 

カマドの怨土
1.偽色二上 7.5YR}{キ，'，11ゃゃあり しまり '1' 焼土 わずかにj災

化物混入粘土質

品色:l二 10YH% 粘dぬなし しまり仁l' i手:[i10%浪人
褐色土 7.5 Y RU粘'i'tあり しまり '1' 1St ニl: H~人粘土質
担褐色ニ仁lUYRy' *什i全なし しまり弱 j文化物混入手占土'Bi:
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中の崎遺跡、

S 1008護穴住居跡

プラン確認 地山上前にて検出した。この笛所は しすぐ地山である。

壁面の状態 壁はしまりがよく垂直に近い立ちあがりをする。

床面 貼床面はほぼ平坦で堅固であるが若干の凹凸がみられる。

柱穴ヲピット 柱穴は確認されなかった。 西側隅に大きなピ、ソトが 1伺確認されている。

かまど 上部前平のため袖部の遺存状態は不良である。煙道部はトンネル状になっている。

燃焼部において支抑と思われる芯が検出されている。

遺物とその出土状態 遺物の出土量は中腹度であるが事完形もしくは完形に近いものは

図 1のもの l点のみである。ヰも数点出土しているが，底部は出土していない。衰の口縁部は

頚部が短く，反りのあるものが多い。砂底の土器も 1点出土している。

S 1009竪穴住居跡

ン議認 iVJ出i_!".I的ii二 された ためIilllL!

iiZ泊iとなったυ

されているため壁の立ちあがっははっきりしている J土

不明である。

涼富平坦で堅田である

壁溝 南壁沿いと東壁沿いに確認されている c かまど燃焼部より東測にう住居跡北東隅に排

と忠われる SD005が走っている。この溝は S

り切らオしている。

柱穴，ピット 住居跡四隅と

るSD004によ

西壁の中間部に 2個，住居跡南壁外， 51開計11
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，泌総色J: 7 ~S Y只特性やJヤムリ しまり tt-1

明ぬ色上 7.5 Y R%粘↑'1占あり しまりなし
11.褐色土 10Y R}~ 粘性あり しまりなし
12.にぷいI:rt褐色土 lOY R.%" 総性あり しまりなし
13.綴色土 7 .5Y RY.字削守こやゃあり しまり中
14 に.~~1.. ~Jttt品色 10YR )1粘性やゃあり しまり'i'
15 絡機色二七 10YRX  キ，litl，ゃゃあり しまり'1' 小♂注入
1村田;こぶい災程色 lOY R%' t，c，性なし しまりなし
17. I~月赤鵠色土 5 Y 粘性なし しまり中

18.戸H晶色こと lOY R7:i 寺市'i'iニやゃあり しまり中 小校二HO%混入
19.にい笈殺色土 10Y R%  粉I'tゃゃあり しまり小
1-お色土 7.5Y RY.粘'1'1:やゃあり しまり中
21.よ.JA色土 10Y R7{粘伎やゃあり しまり中小粒子50%浪人
22.黒色土 lOY R'汗粘伎やゃあり しまりやノj、牧子10%混入
;ニい亦潟色ゴニ H;':-1 絵f生やゃあり しまり'1'

24.に笠色土 lOYR% 粘性やゃあり しまり εl'

第21国

4

人

1

一

H
比
日
比

fo
一ノ
O

A
υ
/
O一
/

ハU
A

U

1
ム

q
U

7
1

一4
4山

r
勺

r

中
山
:
中
中
中
し

H
ソ
ハ
ソ
ハ
リ

H
J
Iパ
ソ
ー
ト
フ

ま
・
ま
ふ
中
小
ふ
み
か
ゐ
オ
J

リ

ーし

i
」
!
レ

l
v
i
J
s
t
4
P

あ

あ

あ

あ

あ

り

や

や

や

や

や

あ

勺
コ
コ
、

b
、う、!?ルー

一一、
d
、

£

ム

d

J

j

性

性

性

性

住

総

ト
口
ト
UR
上
μ
小
口
上
円

ー

干

干

キ

ま
P

L

子
F
H
J

，，
 

句
切
U
M
A
U
A
U
九
日

口

H
R
P
U
R
R
y

y
y
y
y
y
m
 

H
V
0
0
0
0
 

1

1

1

1

1

 

土

土

一

一

理

土

土

土

色

一
議
土
土
色
色
色
刷
陶

一
后
色
一
色
褐
掲
出
向
茂

往
来
山
市
民
…
烈
黒
川
氏

カマド浸ニt
認f立土 7.5YRJ1 宇I~í性やゃあり しまりや 小粒子50%混入
浴色j二 7.5YR~~ 粘t'lーやゃあり しまり'1' ノト純子209irg人
!IM品色一iて lOYRYz粘性やゃあり しまり仁l'
11吉溺色ニlOYR7:i粉1'1:やゃあり しまり '1'
磁器音字応急ニl7.5YR7:i 粘官1:ややあリ しまり ljl 小村[~rz5% ì1f.入
j泉純色ごiニ 10YRYz粘性やゃあり しまリ中 小松壬ω?c;UE八
虫色 10YR7{ 粘性やゃあり しまり ljl
f11H品色土 7.5Y R7:i 粘'l'J:ゃゃあり しまり小



1:j:JO)liJ奇遺跡

A A 

B 

立一一一一

ゑ

作怒o.呈ûm一一~A 'il.__一一

'同

l
E
D
q
o由
F
H
工

H=I昌弘幸告m __  8' 

三一一一 H=130.90m____C 

H=1!10.90m ---__!;)' 

第盟国 51009竪穴住居跡カマド



139・l-'lO-



遺構と遺物

雲

円九申

ヰ

8 

第24図 51009竪穴住居跡出土遺物

44 



第25図 50005溝跡出土遺物

142 -



く〉

A 

F 

~RP40 
に三議静

ゑ

作 181.20m--A'

同町

i
E
C
N
戸
時
計
ヱ

カマド埋土

議鴻色土 10Y 1175 粘性なし しま i)rj' i子毛i~f~-f:?ごt.
褐色j()γHゴ粘性なし しまり中浮訂10九;iL~ 人
位色十 7今 YR%粧'/'1=ややふり しまり中 黒褐色(10Y ilt':ヘ
4 褐年土 ):H.万粘性やゃあり しまりな L 1:1't.::t.10%混入
Hff渇色土 lO'{ H日 粘性ペコゃあり しま 1)r:!~l 炭化物，黒色土(lUY1={ 

ワ〆、句叶ハ守
}.::.U下

6. I河Ff褐色ご1-. lOY R足手(it!:あり しまりよし 粘土(天井手!lJ部分)
7鴫Ili'i'iめ色土 lOYR% 粘'/'11こやゃあり しまりよし

8. ，~~~色土 lOY l:{ .~í 粘性なし しまりよし 浮fi20%混入
9・ J黒潟色二!二 lOY 粘作:なし しま 1)仁l' 浮百30%i昆入 lik合土)
10. 月色ごと Y R:イネI~H: なし しま 1)1/' 土
11・黒字R;色士 lOY 粘!主なし Lまりよし 焼土5弘炭化物混入
1'~ .平協色二!こ lOY rU1 粘性ペコペコあり しま 1)中 ;手;子ï10%;r~ 入
13. I倍褐色ニヒ lOY RU  粘性やゃあり しまり中
主作品色こと 10 Y *~í'/午あ 1)

15.黒渇色ゴ: 10Y R五村i'I'/:ペコペコあり しまりたし 純I"lO%出入
16.褐色土 7.5Y R;ず 枯性なし しまりなし(燦道天井粘こi二の崩れたも

bの)又{之煙道部のため加熱による変化
17. ぃ1ft掲也二i二 10Y RX  褐色土(7.5YR_%i，iこぶし、黄綬色土(lUYH 

可)混入 煙涯の粘土が加熱したための変化
18. }.lH勾色土lOYR見粘ぞl:なし しまり中浮壬15%混入
19 黒掲色土 lOYE% 粘性なし しまり中 j引 :ilO%iJIノに
20.明褐色二i二 .5Y R3iI 粘性なし しまりよし 焼j二
21.賞揚色ゴて 10Y R;Y6 粘'/{Eなし しまりr!:J
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遺構と遺物

{崩の柱穴が検出された。地に住居跡中央部やや東側に 11圏と南側に 1個の計21閣のピいノトが確

認されている。

がまと、 上部制平のため遺存状態不良である。袖部及び芯材の確認はできなかった。

遺物とその出土状態 遺物出土量は多い方である。ヰの底部はいずれも回転糸切りである。

口縁部は反りのほとんどないものと反りの明確なものが混在するがラいずれも頭部は短い

のが特{設である。また砂底の土器も 1点出土している。

第25図は付属講から出土した遺物で，いずれも土師器である。 5はよ手で内面黒色処理て¥患

部は回転糸切りである。護は反りの明確なものが多く出土しており，その頭部は短い

5 1012竪宍住居跡

プラン霧器、 地山上面にて確認した。

壁はしまりがよく垂直に近い立ちあがりをする。

i*u喜 平坦で堅閤である。壁材に用いられたと思われる炭化材が多量に検出されている。

護溝ほほ全屈する。

柱穴雪ピット 住居跡四隅及び南壁を除く各壁の中間部に計7'1囲の柱穴が検出された。住居

と思われるピット 111討が確認されている。

かまど 蔚平な石を芯材として構築されたものである。煙出口部において鉄器2個が検出さ

れている。

遺物とその出土状態 遺物の出土量は多い方である。町、の比率が比較的高いが， :l:f~は底部ヘ

ラ切りのものが1点出土しているが，他は回転糸切りされている。土師器譲の口縁部は外反す

るものが多いが，その頚部は短い。 P.149第30図9は須恵器禁である。これは， S 1 012 

居跡床面から出土したものであるが，特に頚部の片側は 0.5~ 2 cm程の小破片になっており，

- 145 



中の111奇遺跡

凶!

c' 
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D' 

出 i

A' 
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第27国 51012竪穴住居跡カマド



遺構と造物

第28図 51012竪穴住居跡出土遺物(1)
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中の|崎遺跡、

告

。

第29図 51012竪穴住居跡出土遺物(2)
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中の崎遺跡

頚部の極めて狭いところに大きい圧力がかかって砕かれた

ような状態で出土した。

10は掻器で，石質は
ぷ
県
出
り

⑧
A

一

RP1 
0 
もRP2

る。

11は砥石で石質は凝灰岩であ

5 I 014竪穴イ主居跡

A' 

蕊総蕊齢、
プラン確認 標準層{立の第噛層にて検出したが，上部の

削平がひどく壁は検出きれなかった。

炉 60cmX45cmの範囲で焼土が検出されており，その回

。
ムmw

間 ~P
Q 

¥。ら 器量

宅~RP

命

A 
伽 181.20昨_p.'

色一一 対=181.10m_C'

第32図 51018竪穴住居跡

A 

。

ハυ
に
リ

第31図 51014竪穴住居跡

h
1
5
8・F co 
H
Z
 

住怠E車の±壁土
占星褐色1ニ 10YR7f しまり'1' ì浮石少 fttm~ 入
黒褐色土 10Y R%  浮石混入 下部にJ主主11分的に口

ームブロ ιソクそ浪人

2 '. i支黄色土 10Y R% 褐色土(lOYR%) iニブ口"/ 
;1犬のJ手石混入

J黒褐色ごt~ 10Y R?{.s しまりなし 浮石少量iltへ
祭褐色土 10Y R% しまりよし 2 !併と目別以するが

混入する将司{のll_!:が少ない
占禁色ニt 10Y IH{ 粘'内あり 1手石少tj-t混入
J男総色:1二 lOY代%砂1't二t: 浮fii.誌人
2黒色土 10YR'}'I粘性あり しまりよし 浪人物

なし

11奇褐e.土 10Y RJ{ しまりなし
1m 9， 11部品e.土 lOYR% しまりなし 下部に焼ごtilt'，人

J手石，炭化物浪人

10.泉褐色ゴニ 10Y R7f しまりなし 'J/t褐色ブロ yケを
50%il~入

11.黒色二七 lOY R'汽 しまりなし
12.オリ…プ褐色こと 2.5 Y RJ{ 粘性あり しまりよし



遺構と遺物

¥ 

8 10cm 

第33図 51018竪穴住居跡出土遺物

りを数個の石が間む石間炉で、ある。縄文時代のものと忠われる。

覆土 断面観察による覆土の状態は次のとおりである。

1.黒色土 10Y R3{ 赤色極小粒混入。粘性やゃあり。

2.褐色土 7.5YR){ 焼土。炭化物極小粒 2~3%混入。

3.黒褐色土 10Y RYs 標準層位第斑層。

S 1018竪穴住居跡

南側壁

230cm 

北側壁

(168)cm 

18. 3~23. 3cm 

5.2m2 

プラン確認 遺跡西側は表土が薄しその直下の地山上面から検出された。

壁画の状態度はしまりがよく

床盟平坦で堅固である。

壁溝 壁j蕃は雄認されているが，北側偶に排水溝と思われる溝 (SD019)を検出した。しか

近い立ちあがりをしている。

し発掘範囲西端のため，全体は不明である。またSD019の下部に縄文時代晩期初頭の土墳を検

出したが，範囲外のためその計測は不可能で、あった。

に
d



中の崎遺跡

柱穴ヲピット 確認されず。

かまど 北側隅付近に焼土が確認されているが，かまどは検出されていない内

遺物とそ的出土状態 遺物出土量は少ない。第33図1は土手で底部は回転糸切りである。その

他は土師器言葉の破片が数点出土したのみである。

A 

⑧
 

《語
RP 

E~ ..----

EA 
討=181.20miA'

第34図 SI034竪穴住居跡
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渇色…!叩 lOYH%船出:ややりしまり '1]
4. 掲色二七 10'1'R3/2裕行iなししまリ '1'



遺構と遺物

5 I 034竪宍イ主屠跡

南側壁 北側壁

法 265cm 303cm 

1ラ

プラン確認 S 1009竪穴住居跡の南方で検出された。 N層上国でS1009の一部が検出され

ているが，その面でS1034竪穴住居-跡は検出されておらず，不確実ながら S1034の方が古い

可能性がある。

壁画の状態 壁はしまりがよく垂直に近い立ちあがりをしている。

車麗平坦で堅間である。

壁溝検出きれなかった。

柱穴，ピット 北東偶を除く三隅lこ3個の柱穴が確認された。

かまど検出されなかった。

遺物とその出土状態 遺物は土師器の護の服部破片がl点出土したのみである。

b.土襲

S KOI0土境(第35図)

15-U地区より地山上部にて検出された。平首i

形は不定形を呈する。壊口部136X 132cm，墳底部

134 X 108cm，深さ20cm，面積(墳口音ISにおける

下向じ)1. 272m'を測る。 間

り，壁も不明確で、あるが，ゆるやかに立ち上がる。

A 

N7TEである。断面観察による理土の ι- H=180.00m--ffi 

状態は以下のとおりである。

1 .黒 ê~土 10Y R1え 粘性中。しまり悲し。 。 1m 
YR.%2%混入。

第35図 SK010土壌

153 



中の崎遺跡、

⑮
 
/ペ¥

A A 

後傷蕩蕩蕩~
A H=181.40m __  A 

。
m
 

第36図 SK016土壊 第37図 SK017土壌

S K016土壌(第36図図版18)

7-V地区より標準層位の第四層(以下標準層位はローマ数字で示す)にて検出された。平

田形は不整楕円形を呈する。墳口部119X 70cm，墳底部54X36cm，深さ14cm，面積0.664m'で、あ

る。床面は若干の凹凸があり，~はゆるやかな立ち上がりを呈する浅い小土墳である。主軸方

位はN38
0Wである。断面観察による埋土の状態は以下のとおりである。

1 .黒色土 10Y R3{ しまりやや悪し。粘性やゃあり。ほとんど混入物含まず0

2.暗褐色土 10Y RX  粘性中。 3層への漸移層。

3.黒褐色土 7.5YR，% 標準層位の第唖層。

SK017土壇(第37図図版18)

7-V地底から第四層にて検出された。平扇形は不定形を霊する。壊口部122X 72cmラ壌底

部80X42cm，深さ18cm，面積0.688m'で、ある。床面は北側が一段落ち込んで、いる。壁はゆるや

かな立ち上がりを呈する。主軸方位はN5
0

Wである。断面観察における埋土の状態は以下のと

おりである。

1 .黒色土 10Y R3{ 

2.培褐色土 10Y RX  

3.黒褐色土 7.5YRYz 

しまりやや悪し。粘性やゃあり。ほとんと1昆入物含まず。

粘性中。 3麗への漸移層。

標準層イ立の第積層。

S K021土壌(第38図図版18)

16-P， 16-Q地区より池山上面にて検出された。平面形は楕円形を呈する。墳口部 182X 

128 cm，墳底部158X 104cm，深さ38cm，面積2.0ぼである。床面は西側にゆるやかに傾斜して

おり，壁はゆるやかな立ち上がりを呈する。床面から焼土及び炭化物が検出された。 SD006潜

跡を切っており，これより新しい。間側に粘土塊がある。主軸方位はN700Eである。遺物は土

- 154 



遺構と遺物

/グ三
~メ〆'

「

A 

⑮ 

H=180.10m--A A 

2m 。
SK021土壌第38図

師器片が出土している。断面観察による埋土の状態は以下のとおりである。

しまり中。白色粒子混入。中主上口止↑10Y Rx.s 1 .黒褐色土

しまりなし。 50%白色粒子混入。黄褐色土中粒1%粘性なし。10Y R，% 2.黒褐色土

混入。粘性やや強し。

部分的に 2層とのさかいめに帯状に焼土を混入する。粘性中。10Y R1}i 3.黒色土

しまり悪しむ

焼土。5YR.% 4.赤褐色土

賞褐色十黒色小粒をまだら状に混入。7.5YR，% 5 .黒褐色土

図版19)S K024土壌(第39図

る。壊口部5-Z地区より地山上面にて検出された。平面形は不整措円形を5-A， 

面積1.58ぼである。床面は西側ではほぼ平躍であj菜さ34cm，186 x 126c民境底部164X 96cm， 

西側は不明確なところも東側は若干の凹凸がある。壁面も東側はしっかりしているが，るが，

ある。主軸方位はN45DWである c 断面観察による埋土の状態は以下のとおりである。

一様に浮石を含むが特に多いところがある。本M空中。10Y R，% 1 .黒褐色土

土壌の最下部に帯状に堆積。粘性中。下部に焼土混入すると

黄褐色大粒20%混入。

戸

h
d

10Y R7i 

10Y RYs 

ころあり。

2. 

3. B者褐色土



「
是
認
.pgHヱ

⑧
 
A 

IXl
r 

A 

2.5yJ{ 

10Y Rk5 

炭化物白色極小

粒含む。

10Y R，% 

浮:0-

中の崎遺跡

4.浅黄色土

6.黒褐色土

5.黒褐色土

炭化物白色極小

粒含む。焼土多

し。

7.5Y Rχ 7.褐色土

1m 焼土小粒含む。

SK024土壌第39図
炭化物含む。

5YRYs 8.明赤褐色土

-時

11ε
富
謡
伊
H
Z

A 

焼土。

10Y R1}{ 

灰が多量にj昆じ

炭化物極小粒含

主Y。

(第40図 図版

10Y R3{ 

る。

9.黒色土

10.黒色土

S K025 

枠 180.部m_A

蕊緑、機約機感雲隠

A 

10-Z地区より地山上

面にて検出された。平面形は不整

10-Y， 

口吉lH96X 170 フ
Q ハ楕円形を

町1

cm，墳底部175X 146cm，深さ14cm，

SK025土境

である。主軸方位は N30DEである。断面観察による;埋土の状態は以下のとおり

第40図
面積 2.660ぼである。床面はほぼ

平坦でj支し

である G

YR%と暗褐色土%を 1~2%まだ

3%位火11]性白色粒混入。

fo 
に
U
1
1
-

しまり弱。粘性中。10Y R3{ 

ら状に混入。

1 . 



遺構と遺物

2.時褐色土 10Y RJi 粘性中。しまり

S K026土壌(第41図図版19) 

10-Y地区より地山上面にて検出された。平面形は不

整楕円形を呈する。 J庭口部120X 78cmヲ墳底部97X55cm，

深さ 4cm，面積O昼776ぼである。上部は削平されており，

床面はほほ、平坦な浅い土壌である。主軸方j立はN31QWで

ある。断面観察による埋土の状態は以下のとおりである。

A 
H=181.20m_A 

総雨総総ぶ総Sミ

第41罰 SK026土議

1 .黒現土 lOYR3{ 粘性中。しまり弱。火UJ性白色粒3%混入。

S K027土壌(第42・43図図版20)

14-R， 14-S， 15-R， 15-S地区より地山上面にて検出された。 隅丸長方形を

る。壊口部 2L14X 170 cm，墳底部 210X 126 cm，深さ56cm，面積 3.472m'である。床面は

凹凸があり，壁はやや急に立ち上がる。 SD006付属溝に切られており，これより古い。

⑧ 

t.ol 

A Hコ180.50m~

1m 

第42図 SK027土壌

に
d
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第43国 SK027土境出土遺物
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遺構と遺物

また埋土の状態をみると，浮石の上から焼土が検出されており， i手石よりも新しいものと思わ

れる。主軸方位はN540¥Vである。遺物は第43図に示す土器が出土した。いずれも土師器の喪で

ロクロ使用のものもある。断面観察による埋土の状態は以下のとおりである。

7.5Y RYz 黄褐色極大~小粒 2~3%混入。浅黄色 2.5 Y万の浮石が大~

援小粒;!:ftに5%混入。

浮石を班;1犬に 5%混入。

1 

2 .黒褐色土 10Y R31 

3.黒褐色土 10Y R 

4. s者褐色土 10Y R%  

5.黒色土 10Y R3{ 

6.黒褐色土 10Y R.Vz 

7.暗褐色土 7.5Y% 

j手石のi{'昆入はほとんど見られないつ

にぶい赤褐色5YRJ{の焼土含む。炭化物極小粒5%混入。

5をベースに ー5Y のj手石が部分的には20%混入。

白色極小粒 1%混入。しまり悪し。

7をベースに浅黄色2.5Y]'3の浮石が大きいブ口ソク状に入る。

⑮ 

A 

し同
l
l
i
z由空間
F
H
玄

A cal 付=181.20m一一 A ca
J 

第44函 SK028土境

丈
J

円1



中の11時遺跡

8.黒褐色土 10Y R%  黄褐色大~中粒2%混入。しまり悪し。

9.黒褐色土 10Y VK 白色極小粒一様に 2%混入。しまり中。

10.黒褐色土 10Y 9層とねているが白色極小粒はほとんど含まない。寅褐色大粒

1%混入。しまりよし。

S K028土境(第44図)

8 T争 9-T地区より地山上田にて検出された。 ふ
ザ
」 る。境口部 257>< 

225 cm，墳底部237X 210cm宅深さ32cmラ面積4.04ぼである。床面は中央部に り上が 1)

を持つ。焼土と炭化材が検出されており，遺物は土師器の護の破片が出土している。

はN40Eであるの断面観察による埋土の状態は以下のとおりである。

1 .黒負土 10Y Rりi 粘性中。すきまなし。しまり中。浮石 5%混入。

2 、浅黄色土 ムつ.5Y 

3 .に~~':'い赤褐色士 7.5YR~i 粘性中。焼土。

4.黒褐色土 10Y RYz 粘性中。すきまなし。しまり中。

5.黒掲色土 10Y R 粘性中。すさまなし。しまり中。

S K029土襲(第45図図版21)

11-U地区より地山

157 X 160 cm， 7呆

三.)~，_ ;_，t;:;-1袋三口 口 A
ぐ乙ぷcm，[[jfl'i:L: . o4IiT ~c. 

あるむ床面はかなりの

凹凸カfある。また

は 2イ国のピットカf

ある n S K 0:30立を

切っておりこれより

しい。断面観察による

埋土の状態は以下のと

おりである。

1 .黒褐t

10Y RYz 白色極小

粒 1%混入。粘性や

ゃあり。しまりやや

て検出された。子由形は円形を呈する。;境口部 198X 190 crn， 

A 

H=100.鵠m __ A 

1m 

第45図 SK029・030土嬢



遺構と造物

悪し。

4 10Y R S K030内の埋土がSK029内に 2回目に崩れ落ちたもの。

5. 8音褐色土 10Y R.% S K030内の埋土がSK029内に 1回目に崩れ落ちたもの。

S K030土摸(第45図図版21)

ll-U地区より地山上田にて検出された。平田形は不整円形を呈する。墳口部 122X 107 cm， 

l底底音1~92X 78cIll，深さ36cm，面積0.85111"である。床面ははは、平坦であり， S K 029土墳より古

い。主軸方f立はN00である。 よる理士の状態は以下のとおりである。

2.陪掲色土 白色極小粒50%混入。粘性なし。しまりよし。

3.黒色土 (10Y R先)

4.時褐色土 S K030内の埋土がSK029内に 2回目に崩れ落ちたもの。

「
リ S K030内の埋土がSK0291吋に 1回目に崩れ落ちたもの。

S K031土襲(第46図)

10-W地区より地111_l:-_面にで検出された。平面形は不定形を呈する。 墳口部 180X 126 cm， 

160 >< 100 cm，深さ48cm，面積14.4111'である。床面はかなりの凹凸があり，北側の落ち

込みは別の遺構とも思われるが宅 l析ffri観察しても不明確なためドiJ--の遺構として披った。

)J f;l~ は N 3
0

Eであるつ i却i よる埋土の状態は以下のとおりである

1 . 10Y R 

粘性中。しまり

⑤
 

母! 同

lsgguz2. 黒民土 10Y R 

三五 粘性中。しま 企-

1)出。明寅1%色10Y

R 5'~ を下部に 2 ()-;]混

A 

S K032土嬢

(第47・48図

図版21)

11 X， 12-Xjtl!，区

桝事告.器開__  A 

より地 て才会出 第46図 SK031こと境

円。



中の崎遺跡
4与

A 

第抑留 SK032土境

「 阜、昆 哩晶?ド血

2 I-v-J 3 
4 

にグ

大弓{1 10 

9 

10cm 

第48国 SK032土境出土i建物



遺構と遺物

された。平面形は不定形を呈する。境口部396x 190 cm，墳底部 196x 104 CI1l，深さ94CI1l，面

.38m'である。床面は若干の凹凸がある。主軸方{立はN37
0Eで、ある。第48図に示す遺物が出

土した。 1~ 9は縄文時代のもので単節RL縄文を縦位に回転施文する。 10は土師器J不の破片

で回転糸切り技法が施される。遺物は浮石直下の床面からバラバうの状態で、出
土しており， j手

石降灰後のj孔倒木痕に，遺物の流れこんだものと考えられる。断面観察によ
る埋土の状態は以

下のとおりである G

1 .にJJい黄褐色土

10Y R73 白色小

~極小粒一機に50%

j昆入。 A 

2.黒褐色土

10Y R 炭化物

小粒，寅褐色小~中

粒50%混入。

3. 

10Y R 白色極

小~Sl:を に帝
A 

;[丈に 109~己 j昆入。

4. 

国i

H:180.6蜘一一__  A 

2.5Y 浮石の 第将思 SK033土壌

A' 

5 1m 

第50図 SK033土嬢出土遺物

っδCU
 



中のi崎遺跡、

かたまりの

5.黒仏土 10Y R ほとんど混入物なし。ごく一部に白色極小粒をごく

しまり悪し。

6.黒色土 10Y R3{ ほとんど混入物なし。ごく一部に白色極小粒をごく少量混入。

しまり悪しの

7.黒掲色土 10Y R.3{s 地山への漸移層。黄褐色極大粒を20%混入。

8.撹乱

S K033土境(第49・50図)

12-V， 12-W地区より地山上国にて検出された。平面形は悶丸方形の竪穴状遺構で、ある。

堵口部 224X 222 cm，墳底部 200X 208 cm，深さ 36cm，面積4.84m~である。床面はかなりの問

凸があ i人南東部に不定形の土績がありこれを切って構築されている。また中央部にはほぽ円

形のピヴトが検出された。主軸方位はN180E である。 遺物の出土量:は少ないが，第501認に示す

土師器坪が出土した。底部は回転来、切りで切り離されている。断面観察による埋土の状態は以

下のとおりである。

1 .黒揚色土 10Y R 

2.黒褐色土 10Y R 

あり。 10YR 

粘性やゃあり。白色極小粒が20

まばらにi昆入。

lOY Rjイ はそぼそして自色極小粒15~20(?ó混入。

4.褐色土

0 

6. 

c 宣言口

S X011合口

ヲ-Stili区から

10Y R;{ 粘性やゃあり。 10YR 克明黄褐色土 2---3

lOY R%  粘性やゃあり EI

lOY R%  粘性やゃあり。 ー +1 粒が 3~4%出入

~531;~ 図版

て検出された。本来は浮石 ら土器より若干大きめに撮り

こんだものであろう。 及び掘り方内のいずれの;埋土にも しており，これより

したもので，斐の大きさしいものと盟、わ士しる。，) 口

(仁i径×器高×底径)は南側のものが23.3 31. 0 X 10. Ocm，北側のものが20.5X 29 .0 X 9 .4 cm 

である。調笠はいずれも口縁部指ナテ¥腕部ヘラケズリカサむされる。主iM17Jf立は N19
0

Wである。

廻りにピット等は検出されなかった。なお，この掘方内外の土はリン分析， 14 C 年代~H1J定を

ており，それらについては付編(P. 249， 250)を参照されたいの 限IrjfrJ観祭による埋二i二の状態は次
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遺構と遺物

ag園田
議
官
臨

時1一一一一一一等

話

第5i国 SX01i合口

のとおりである。

i畠 7.5Y R 火山性極小粒を 事占性

d. 

目

h
d

令、

u
n
H
V
 
F
 
X
 

C
M
 

(第54図図版23)

I区南端の 4 Uラ 4-Vヲ 5-U，5-V 地区から検出された。焼土範囲は35X21cmであ

る。第磁層上部から J検出されており，縄文時代のものと思われるが，遺物等時代を確定づける

ものは出土しなかった。

S X F 036焼土遺構(第55図)

12-Y， 13-Y地区より第四層上部にて検出された。中央部が20cm程掘りこまれており，中

よく焼けている。遺物が出土しないので時期は不明であるが縄文時代のものと思われる。

ピットその他これに伴うと思われる遺構は検出きれなかった。

F
h
U
 

F
O
 



中のl崎遺跡

第52図 SX011合口護措実測図(1)

- 166-



追う何年と遺物

。

第53図 SX011合口饗棺実測図(2)
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中のi崎遺跡

第54国
持
制
拶

1.S X F035焼土遼檎樫土

，t，，:iぞd主 1- S R 交 代色ト炭化牧王、しま !i
~_.H.渇色 R ち赤色主主 i

S X FD36続土透祭壇土長 SXF036燈土遺講
1 色 H可炭化物介、lIll事小ト人 2
干潟込色 i上 f 0 1日!ばi 造土 炭f化ヒ'f灼う抗4潟色f桜百古主ι小P

J. 苅!巧月奇亦ご渇色 1:→ R克 淀土化ニ苫しい ;j、E球官奇会含宇と f他由ωLはエ;ほ1 九レ主ど戸;従i日入リ、_q物詰な
4， 子込i位潟呂色上 7.5 Y R予汚i探iV準V芋A層も依主dのj第Y沼ml滋自ふ釘

② 立区の遺構
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遺構と遺物

∞11
!
i
l
l
E
O噌・
N
国

F
H
Z

第56毘 51101笠究f主語頭1

2m 

ブ手 て確認された。若干の制平を受けておりラ特に西iUU'土着し

v"o 

護詣の状態 壁はしまりがよく，垂直に近い立ちあがりをする。

床爵 平坦で堅国である。焼土範囲が，床面全体にわたっており，焼失家屋と思われる G

されず。

柱穴ヲピット 住居跡四隅の壁溝内と東壁中間地点の壁溝内に 1偶の計5イ閣の柱穴を確認し

た。他に 3個のピットも確認した。

遺物とその出土状態 遺物の 少ないが，尽の割合が高いのが特徴である。第57図1

~5 は土師器の坪で底面は回転糸切りである。棄は出土量が少なし大型のものはほとんどな

い。口縁部は若干のくびれがあり頚部の短いものである。

円

h
u



中の崎遺跡

¥ 

。 10cm 

第57図 51101竪穴住居跡出土遺物(1)

ハU
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遺構と遺物

g 10cm 

革路密 51101襲宍佳麗踏出土遺鈎(2)

5 I 102竪穴住麗跡

t=! 

主主L

39-W， 40-V 

i 25.8~30.9cm 

13.0~25.0cm I 12.0~20.0cm I 8.0~17.0cm 10 .0~23. Ocm 

育5 24.8m' E
 

ン確認 地山上回で確認した。上部は削平されている。

護諾の状態 壁はしまりがよし垂直に近い立ちあがりをする。

平坦で堅盟である。

皇室溝 ほほ全周する。

柱穴，ピット 住居跡四隅の壁溝内に柱穴を確認した。その他住居跡、外にも 1個ピットを検

出した。

かまど 遺存状態は極めて不良であり，煙道部，煙出口部及ぴ袖部は確認されなかった。

内

i



中の崎遺跡

凶 1

A -

⑤ 

骨附2対 M3
間1 !! 

!川

C 伸i7B.OOm_C

愛暴露翰
定一 H= 178.00m_!? 

総暴露蕊議蕊

A 出17ß.1Om-~

国T
i
E
実回目
-Yヱ

第59国 51102竪穴{主居跡

住麗Z務理土
1 .黒色土 lOY R3イ粘性やゃあり しまりよし ザラザラした砂粒混入

2 .黄褐色土 lOYR% ブロック

3 .降積

カマド環土

1 .暗褐色土 7.5Y R%粘性なし しまりあり

2 .黒褐色土 7.5YR五粘性なし しまりあり
3.にJ品、黄褐色土 lOY R.%' 

4.明赤褐色二七 5YR% 粘性なし しまりあり

5.赤褐色ゴ二 5YRYs粘性なし しまりあり

6 .黒色土 lOYRYt 粘性やゃあり しまりよし ザラザラした砂粒浪人
7 .大湯浮石のフ。ロック

ウ

i



遺構と遺物

-3 

。 10cm 

第60図 51102竪穴住居跡出土遺物(1)



中のl崎遺跡

i号

10cm 

第61図 51102竪穴住居跡出土遺物(2)



遺構と遺物
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第62図 Sil02竪穴住居跡出土遺物(3)



中のi崎遺跡

遺物とその出土状態 遺物の出土量は中程度である。第60図1~ 4 ，第61図 5~7 ・ 9 は土

師器の郊で4を除いて回転糸切り技法が施される。 10i土砂底の土師器嚢である。腕部はヘラナ

ナ調整されている。また土師器禁の口綾部は比較的反りの明確なものが多く

c 
対=1事2.1Om__f

ま包
討=1S2.lOmJ

断
l
i
p
E畳
間
判
国

E

A 

第63函 51103竪史性農跡
住居跡竣土

10Y R?{ 粘性あり
10Y R%  /1 

lOY RH 宇，'j'!1:ゃゃあり
lOY R% 鈷性あリ
lOY RY.粘性やゃあり
10Y R% 粘1'4:あり
/1 11 

しまりあり 資総色ニiニ(10YR%)15-17mm徒のかたまりで40%;見入。
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信i

しまり中 赤褐色土(5Y R;li')20mmのかたまりで30%i見入。
/1 よし 粘土質でLかたくしまっている部分内赤字品色土(5 Y R;li');flo入。
/1 中 級砂5%混入，赤字品色土(5Y R;li')まだら状に若二子混入o

11 なし 灰賞褐色土(10YR%)まばらにiEt入。 1もろくでやわらかい。
なし 4の10YR%が務子i見入，炭化物がごくわずかにみられる。 J
なし 10Y R.Y:fが若ごFili入，粘土質でかたい。
なし i料品色土(5Y R;li')がみられる。
なし かなりかたい，加熱されてかなりかたい。会Jliirjlで設もかたい。
なし 2 mm前後半立径の砂て跡形成されているロ

H なし j手石浪人。
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S I 103竪穴住居跡

ン曜語、 て確認されたが，

壁面の状態 援の立ちあがりははっきりしているが上部が削平されているた と

遺構と遺物

s 

7 

C
3
 

されている。

墳により されている。

掘り込みが少ない。実際の生活面は上のレベルであったと思われる。また北東隅は SK 103土

門
/



中の崎遺跡

S I 103 竪穴住麗跡

問
問

。

に

1

る

部

に

あ

一

隅

で

の

南

出

方

商

堅

四
で

跡

E
F

坦

居

ツ

平

住

ピ

画床

さIIたο

1 i肱 1 'f由の計3

された。

かまど 住居跡南壁東より付近に:境土が碕認されただけでかまどは確認されなかった c 焼土

部分を地床がとして印刷していたのではなかろうかむ

とその出土状態 遺物出土量はやや少ない部類に属し等特にヰの少ないのが特段である。

1~3に示したの

か工点出土しためみである。 4は

ずれも口アロ定用である。

下 J千円

、♂ Lノ)，j 

りである 5~~ 

S i 104 

一フア て検出した

壁はしまリがよく

提蕗子;但て、堅田である。

る

i4U平されていた。

ちあがりをするが亨上面は をうけている。

ピット 北西隅削除く三方と を除く 中 つ
d 

に
U

U

「ぐ

オした

かまど 稲平な石を芯材として構築されたものであり，

的良好で、ある。しかし，煙道部は上面が削平されている。

遺物とその出土状態 遺物の出土量はやや多い方で、ある。そ

袖部ともに はよじヰ安

って部が完形の状態で9

点出土した。第67・68図 1~ 9は土師器ヰで，いずれも底部は回転糸切りであるの RP15~19 
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第67図 51104竪穴住居跡出土遺物(1)
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中の崎遺跡

は住居ー跡、中央やや商寄りからまとまって正立した状態で出土した。 11は塙で， 口縁部は平らに

れてお札樹立した状態で出土した。土師器襲も他数出土しており事

用が認められる。口縁部は頚部が短いが， くびれのあるものが多い。

京九ロ
』
一
/口

5 I 106竪穴住居跡

J芯音1;行;ι

地山一!と面にて検出したがち上面は削平されている。

襲麗の状態 壁は立ちあがりははっきりしているがラ

1)上まであったと忠われる。 住居跡南jHlJpf.!~ 及び中央部は撹乱されている。

燕冨平坦で堅固である。

されなかっ 7こ。

されておりラこれよ

柱3宅事ピット 北1MU隅ラ語1~Us高の 2

認された ο

がまど上部副平のた

とそo出土装態

されたむ 中心付近にピットが1個確

であるの支脚と J忠われる土器が確認された。

¥;)0 第73凶]--0は土師器土手で回転糸切りである c

ロ し くびれの明確なものが出土している。
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を除く三方に 3個

焼土を

を したの

ミさ主L~ぷ台、っ?こ。主、まど

遺物とその出土状態

ら検出されたっ

多い方に属する。 塙が破片ながらも 3点出土してい

る。第76国 7~9 がそれで， S 1 104竪穴住居跡出土のものと違い口縁部に反りがみられ，

整その他をみても当竪穴住居跡の方が新しれものと思われる。土剖i器土手も多く出土しており

ウ
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遺構と遺物

第75図 51107竪穴住居跡出土遺物(1)



中の崎遺跡
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第76臨 51107襲穴住居跡出土遺物(2)
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中の崎遺跡
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第78国 51107竪宍住屠跡出土遺物(4)

(第75図)， v'ずれも回転糸切りである。土師器棄はほとんどのものにロクロ使用が認められ，

縁部にありラ頭部は短いがラ頭部以下の胴部がほとんどふくらまない器形を

第78国19は須恵器の喪で外面に叩き目が施される c 第781;m20-23は混入した縄文時代晩期の土

器である。

6.8-11.6cm 

N320E 

プラン確認 地山上国にて確認されたが，上面は若干の削平を受けている。
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中の崎遺跡、
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第82図 51108竪穴住居跡出土遺物(3)

壁画の状態 壁はしまりがよく，

車冨平坦で、堅田である。

護溝はぽ全周する。

柱穴ヲピット 四隅に 4個の柱穴を確認する。

立ちあがる。

がまど上部削平のため遺存状態は不良である。しかし袖部はわずかながらその痕跡をと

どめた。

遺物とそ持出土状態 遺物出土量はやや多い方に属する。第80図 1-5は土師器不で，回転

サである。土師器套の口縁部はほとんどくびれず，腕部に最大径をもつものとラ若干のく

びれがあり頭部の短いものが出土している。第81図9は

凝灰岩である。

をもつものである。第82図16は

S 1112竪穴住屠跡

1 13.1-17.5cm I( 7 . 2 -10 . 0 ) cm I 
形熊|方形(面積 43.9m2

19.7-22.8cm 

N38
0

E 

芯部石組
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第86図 51112竪穴住居跡出土遺物(2)
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第87図 51112竪穴住居跡出土遺物(3)

プラン確認 地山上面にて検出されたが，北西部は削平が著しい。

壁画の状態 壁はしまりがよく，ほぽ垂直な立ちあがりをする。

床面 平坦で、堅固である。北西部に SK119土境があり，これを切っている。

皇室溝 ほほ全周する。

柱穴，ピット 住居跡四隅と南壁中間部に 1個計5個の柱穴を確認する G 他に東壁壁溝内に

2個，北壁壁構内に 1個と住居跡内に 2個の計5偲のピットを確認する。

かまど S 1112竪穴住居跡、において新!日 2偶のかまどが確認されている。南壁西側のかまど

はなんらかの理由で廃絶され，南壁東側に扇平な石を芯材・として新たに構築されたと思われる。

新しいかまどの燃焼部中央に支2脚として用いられたと思われる土器が確認された。

遺物とその出土状態 遺物の出土量は多く， II IRでは最大ヲ全体でも 2番目の出土量である。

第85図 1~6 は土師器j不で回転糸切りである c 第86図13は増iで外反の度合いが大きいものであ

る。ニヒ師器護はほとんどロクロ使用がみられる。砂底の土器も 2点出土している。

5 1113竪穴住居跡

37 -J， 38-1， 38-J 
一一一一一一一一一一寸一一一一一一一

西側壁 北 lTIIJ 壁

.3crn 
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第90図 51113竪穴住居跡出土遺物(1)
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中のi崎遺跡

プラン曜認 地山上回にて確認されたが，上面(特に西側) さIIている。

壁面の状態 壁はしまりがよしはぼ垂直に立ちあがるが，南壁は不明確なところもあり，

やや傾斜している。

E華麗 平坦で、堅固である。床面の一部から炭化材を検出した。

壁溝 東壁と南壁の一部に確認される。

柱穴，ピット 柱穴は検出されずラ住居跡北側東寄りに 11留のピットが確認される。

かまど 蔚平な石を J芯材ーとして構築されたものであり，ほぽ遺存時の原形に近い形を残して

いる。煙道部の比較的長いかまどである。

遺物とそ母出土状欝 遺物出土量は少ない。土師器i下は回転来、切りである。裏口縁部は

が短く，若干くびれがあり，一部にロクロ使用のものもみられる。

Sili7@Il7'竪ブ宅金居跡
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117'竪穴住居跡5111λ 第92毘

S I 117， 117ヲ竪穴住居跡壌土

しまり中。黄褐色中粒子混入。粘性あり。lOY R.% 1 . 

しまりなし。黄褐色粒子混入。粘性なし。lOY RYz 2. 

しまり中。

しまり中。黄褐色大中小粒子混入。

211 -

粘性あり。

粘性やゃあり。

lOY R1}i 

lOY R.% 

3. 

4.暗褐色土
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一フブ されている。 S1117の埋土を掘り，ヵマた

下げたところ 1117'を確認した。

しく笠を

L ，一、

ζ( f) 

ること iJ{できなかった。 S1 117はS111アと

しているカfこれは S1 117うをJ立張して S1 117としたものと忠われる。

i竺i凸があり，あまり堅i誌でない。

S 1 117 おいてはーし、7
4

h

ベ
ぐ されている。

ピット 北東隅及び南東隅の 2個，南壁東寄りに 2個計4

遺物とその出土状態 遺物の出土量は少ない方であるが， -町、の

し くびれのあるものが出土している。

されている o

'少ない。
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S Kl (第9Ll図)
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2.2ぼである。床面は中矢部ほど諜い嫡底:)支を呈

よる は以下のと

cm，境底部 142X 150 cmラ深さ31cmラ

R

R
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τ
，gゐ
守

zaA

*占tJ:中。しまり強。lOY良民がブロソク状 5元出入。 1

しまり強口組砂および細砂状でボロホロしているj

しまっ

1 1の割合で不規則なまだら;)えに混合しあっている

YR  元がまだらに見入。2~ 10Y R 

的に l層のlOYR 

〈コ 2.5YR しまり 1患の10YR 5 9-~ 1~昆入{手石

しまり中。 1層の10YR釘がまだらに10%浪入。4. 10Y R 

も軟らかくもろし ~o

5 . 10Y R に ~j~' ¥， 

5 K 110 (第95図図版

35 D， 36-D地区より地山上国にて検出された。平面形は不整楕円形を る。墳口部

つム

YR が部分的にブロック:1えに 1 入。



中の崎遺跡、

144 X 116 cm，壌底部105X 72cm，深き 74cm，

面積1.16ぼである。床面はほぼ平坦で、，壁も急、

敢に立ちあがる。主軸方位はNllOWである。断

面観察による埋土の状態は以下のとおりである。

1 .黒褐色土 10Y RYs 炭化物粒若干含む0

2.黒褐色土 10Y RYs 浮石50%混入。

3.黒褐色土 10Y RYs 部分的に褐色土

(7.5YR){)が混入。軽石少々

む。

S K 114土襲(第96図図版42)

35-K， 36-K地区より地山上国にて検出さ

れた。平面形は不整楕円形を呈する。壊口部

160 X 110 cm，境底部 150x 60cm，深さ34cm，

面積 1.4m2である。床面は若干の凹凸があり，

北東部にピットを持つ。主軸方位はN840Eであ

る。断面観察による埋土の状態は以下のとおり

である。

1 . 10Y R，%， 寅褐色土3%混入。

2含黄褐色土 10Y R 砂:jî~no%混入。

SK 115 

35-K より地山上面にて された。平

面形は を呈する。境口部194X 178 cm， 

壊底部 140X 140 cm，深さ66cm， . 24m'で

A 
1+-=183.60m2 

第96図 SK114土壇
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第97函 SK115土壌
ある。 床面.はほぼ平坦である。主軸方i立はN300

Wである。断面観察による埋土の状態は以下のとおりである。

2.黒掲色土 10Y R 

3.褐色土 10Y RU  粘性強。，層左側ににぶい寅燈色

粘質土(10YR，%')混入。

1 . 10Y 

- 214 
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図版48)

45-L地区より地山上面にて検出され

S K 116土壌(第98図

た。平面形は円形を呈する。境口部98X

面積深さ14cm，88cm，壌底部86X76cm，

0.6ぼである。床面はほぼ平坦な浅い小

A 
土境である。断面観察による埋土の状態

は以下のとおりである。

浮石含む。

地山粒混入。

10Y R，% 

10Y RYs 

1 .黒褐色土

2.黒褐色土

A 
5 K 118土壌(第99図)

31-1， 32-1地区より地山上面にて

1m 
検出された。平面形は不整楕円形を呈す

SK11B土境第99図
る。墳口部194X 152 cm，境底部168X 

面積1.96m2で、ある。深さ20cm，

\γ一一一-~
R一一一一!

134 cm， 

f;"'0TJ・1
7アー.'
そ':/I;ウ，... :.， 
議長6

10cm 。

SK118土境出土遺物第100図

j手石降下後に廃棄されたものと思床面はほぼ平躍である。埋土は浮石がプロック状に混入し，

われる。南側にはこれを切るピットを検出した。主軸方位はNlOWである。第 100図に示す土

師器邦が出土した G 底部は回転糸切りである。断面観察による埋土の状態は以下のとおりであ

る。

しまり大。粘性弱。10Y RYz 1 .黒褐色土

しまり中。浮石大量に混入。粘性弱。10Y R?{ 2.黒色土

しまり中。

炭化物や土器片が混入。浮石のブロック，

。
中佐ムト白ゆ不・7.5YR，% 

10Y RYz 

3.褐色土

4.にぶい黄桜色土



三

図版43)

中の崎遺跡

S K 119土嬢(第101図

28-F地区よりよ也山上面にて検出された。平面形はほぼ円形

面積深さ62cm，土産底部84X72cm，を呈する。墳口部92X90c:m，
A 

壁も不明確なところが多い。0.72ぼである。床面は凹凸があり，

上部はSI112竪穴住居跡に切られている。断面観察による埋土
H= 183.90111-1¥' A 

の状態は以下のとおりである。

しまり弱。粘性5]5]0 10Y RYs 1 .黒掲色土

しまり中。中牛ムトu
止
A
1

10Y RK 2 .暗褐色土

しまり弱。粘性弱。10Y RらJ{3.黒色土
1m 。

明黄褐色粒子密に混入。10Y R){ 4.褐色土

SK119土壌第101図

S K 128土壌(第102図)

H地区より地山上面にて検出された。平面形は不整楕円形を呈する。境口部31-H， 32 

上面面積2.2m2である。床面は凹凸があり，深;さ56cm，224 X 134 cm，境底部138X 112 cm， 

に浮石を混入する焼土を検出した。主軸方位はN220Eである。断面観察による埋土の状態は以

下のとおりである。

島
町
三
言
語
守
主

明貰掲 J色のフボロックが3%混入。 i手石粒子混入。

A 

⑧ 

出1

雲氏131
A 

10Y R;イ

d
A
一

土色褐里…1
1
4
 

邸i1:01 

悼1制.曲肝~A 

H=1部.10~IL 

1m 。

SK131土壌第103図
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遺構と遺物

2.明赤褐色土 5YRYs 浮石のまじった焼土。しまり大。粘性弱。

3.黒色土 10Y R3{ しまり大。粘性中。

4.黒褐色土 10Y R72' しまり大。粘性中。

S K 131土壌(第103・108図図版44)

31-E地区より地山上面にて検出された。平面形は不整隅丸長方形を呈する。境口部260x 

150 cm，墳底部240X 140 cm，深さ47cm，面積3.64m2である。床面はほぽ平坦で、，壁も垂直に

近い立ちあがりをする。主軸方位はN600Wである。第108図1~ 6に示す土器を出土した。単

節LR回転施文後磨消したもので，縄文時代後期のものと思われる。断面観察による埋土の状

態は以下のとおりである。

1 .黒褐色土 10Y RYs 粘性強。しまり中。黒色土を混入している。

2.暗褐色土 10Y RYs 粘性強。しまり中。

3.褐色土 10Y R，%' 暗褐色土混入。

S K 132土壌(第104図図版44)

30 -G， 31 -G， 31-H地区より地山上面

にて検出された。平面形は不整持円形を呈す

る。壌口部200X 106 cm， ;襲底部 166X70cm， 

深さ30cm，面積1.641がを測る。床面は北側の

土壌が南側の土壊を切っており， 2つの土墳

の重複と思われる。主軸方位はN300Eである c

断面観察による浬土の状態は以下のとおりで

ある。

A 

A
一

桝お.特nー主

1 .黒掲色土 10Y RYz 大湯浮石混入。

2.黒褐色土 10Y R.% 黄褐色土を混入している。

3.黒色土 10Y R1}1 浮石を混入している。

4. B音褐色土 7.5YR.%' 4をベースに焼土をj見入。

5.明褐色士. 7.5YRYs 焼土。

6.黒色土 10Y R3{ 浮石を混入。

7.寅褐色土 10Y RYs 

217 

a .r 
第104鴎 SK132土議

A 

亀一 枠 183.70m.A

総 総禰

第105図 SK133土境



中の崎遺跡

5 K 133土境(第105図図版45)

30-F地区より地山上面にて検出された。平面

形は不整楊円形を呈する。境口部96X 84cm，境底

部80X74cm，深さ16cm，面積0.64ぼである。床面

は東側が若干落ち込んでいるが，比較的浅い土墳

である。主軸方位はN81"Eである。断面観察によ

る;埋土の状態は以下のとおりである。

1 .黒褐色土 10Y RYz i-手石を混入している。

2.暗褐色土 10Y R%  

5 K 134土境(第106図図版45)

34-E地区より地山上面にて検出された。平面

形は不整長楠円形を呈する。撲口部300X 120 cm， 

強:底部234X32cm，深さ60cm，面積3.24ぼである。

主軸方位はN52
0

Eである。 i断面観察による埋土の

状態は以下のとおりである。

1 .黒褐色土 10Y R3~ 粘性弱。しまり弱。

A 

小
⑫
s民135

A 

9 

A 

⑧ 

A H=183.40m一一_p.

1m 

第106図 SK134土境
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第107図 SK135土境

2m 



-'1 

め
込
京
勺

t
J
γ
J一一

日
J

，
'
ド

s

J

-

u

J

〕
む
官
房
ー

な
yy
純
一
じ
い
が
九
一
人

以一九一一後~レザ叫ん月十九叫
M

F
γ
f
~
t
-
町
一
世

f4
〆一三干
F

叫

何
百
字
一
万
f
b
忽
乏

が
引
f
h
ι
J
?

一一-
h
d，M
g
f
F
J
V
L
4

1

・
:

-

t

4 

遺構と遺物
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第108図 SK131， 135土境出土遺物

5 K 135土壌(第107・108図)

32-H， 33-Hより地山上面にて検出された。平面

形は隅丸長方形を呈する。墳口部366X130crn，議底部

354 X 122 cm，深さ28cm，面積4_32m'で、ある。床面は

ほぼ平らで浅い土壊である。主軸方{立はN26
0

Eである。

第 108思?に示した土師器ヰを出土した。断面観察に

よる埋土の状態は以下のとおりである。

1 .黒褐色土 10Y RYz 浮石を

2.暗掲色土 10Y R，% 

3.黒色土 10Y R3{ 会」 含む。

4. 10Y j手石

5 K 140土壌(第109図図版46)

38-J 地区より地山上面にて検出された。;強口部

102 X86cm，壊底部 164X 146 cm，深さ 102cm， 

ゆ /iiLiiL
，句、f 、、、

Jι II ¥ ¥ A' 

¥¥ SK140 げ

A H=182.50m__t' 

第109図 SK140土境

84 X 78cm，面積1.84ぼである。いわゆるフラスコ状ピットである。 1二面に土が充填されていな

かったため，断面は計測できなかった。

ハ可J
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中の崎遺跡

4. 10Y R元
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る。境底部 224X 186 cm， 

JL~ JÆ:部 176 120 cmラ深さ

30cm， 額千責3.16ぼである。

床面はほぼ平坦で、あるが，

南西部にゆるい落ち込みが

みられる。主軸方位はN430
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S K 146 (第112図)

37-E，37-F地区より地山上面にて検出された。

230 X 28cm， 1:菜さ52cm，282 X54cm， 
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中の，u奇遺跡

面はほぼ、平坦で、ある。主軸方位はN480Wである。断面観察による埋土の状態は以下のとおりで

ある。

1 .黒色土 10Y R3{ 粘性強。しまり中。黄褐色土フゃロック 5%混入。

2.暗褐色土 10Y RU 粘性強。しまり中。粘土ブロック 5%混入。

3.褐色土 10Y RU 粘性強。しまり弱。粘土層である。

S K 147土境(第113図図版47)

32-Q，33-Q地区より地山上面にて検出された。平面形は不整楕円形を呈する。境口部

294 X 240 cm，境底部 184X 146 cm，深さ64cm，面積5.27ぼである。床面は若干の回凸があり，

壁はゆるやかな立ちあがりを呈する。主軸方位はN700Wである。断面観察による埋土の状態は

以下のとおりである。

1 .褐色土 10Y R% 粘性中。しまり中。

2.暗褐色土 10Y RU  粘性強。しまり強。黄褐色土10%含む。

3.黒掲色土 10Y R% 粘性中。しまり中。褐色土15%含む。

4.黒褐色土 10Y RYz 粘性中。しまり中。

5 .黒褐色土 10Y RYz 粘性強。しまり中。

6.黒色土 10Y R1汗 粘性強。しまり中。

7. 日音褐色土 10YR% 粘性強。しまり強。

8.黒色土 10Y R1}i 粘性強。しまり強。浮石を多量に含む。

C.揚立柱建物跡

掘立柱建物跡は 4棟検出されているが，いずれも II区の一番高い段丘面から検出された。こ

の段丘面は多数のピットが検出されたところであるが，はぼ全面が削平をうけており，建物跡、

と確認されたのはこの 4 棟にとどまった。いずれも規模は小さく 2~3 間のものである。この

うち SB 111擁立柱建物跡としたものはラほとんどの柱穴から柱痕跡、が確認されており，しっか

りしたものである。次に主軸方位をみてみると， S B 111とSB 149掘立柱建物跡の主軸方位に

同様の他が出た他は違っている。切り合い等もないことから時代的変遷と握むことはできなか

ったハまた掘立柱建物跡に伴う遺物も出土しなかった。

計~N日値等は遺構実iNiJ 図下に付した表を参照のこと。なお，図中の阻醐は柱痕跡を示す。
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6.21X5.14m 計画尺 I1尺キ29.9cm

7 十 7 ート7.5尺

194十216+196 16.5+ 7十6.5尺

260+268 I 9十 9尺
210+290 7十9.5尺

深さ 31.6cm 柱痕の太さ
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中のjiI奇遺跡
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iA化物iJ!.人
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J2， UIH品色こiお 10Y R;{ 紡ttやゃあり しまり中焼ゴ二粒子( Y 
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14 賞品j色土 luYR% 粘七!なししまりな L uJlfft潟色(lOYR%)粒子おdi人
15 虫色土 JOY R;{ 粘1'jーなし しまりなし
16，日自給色ニi二 1UY 粘ゃゃあり しまリ中

17， U音褐色1二 10YHU r占伎なし しまりなし括討小 YR%')まばらに沿入

18， Iこい焚褐色土 10Y RY. tliitあり しまりよ Li1('Wl&色(lOYR%Jilt入
19，褐色ニ仁 JOY RYz 紡↑主主ーし しまりな L 'ifl賀補色(JOYR%)紋子.1手石混入
20. Ug:綴色土 lOYRy'占性なし しまりなしよ尭土粒子{

51301祭穴住居跡濯土
1 役一L 10Y 柏村あり し安りなしず1ニ干在，f
ヰf品色←l' 紡{生なししまり tえ払;色 1-:

3守!I百?品色ごi二 キl;flなし しまりなし色土縞色土 i

1，11自偽色土 ](!YHYz占1']:-'('ゃあり しまり中亦補色ゴ:(S Y 見人

焼ゴニフ

5 .色 l: lOY JUイ キ占'~l:やゃあり しまり中従褐色二七(10YHYa) 7 ~309ú1!t入
G. .!.~~褐色二iニ lO Y 占 iiJ:~"ゃあり しまリfIl 'Jjを捻色ベ10YR3i) 59;Si犯人

極小1'1色紋子JO%混入
7，溺色オニ 10Y R% キli1'lーなし しまりな 1ft補色土(10YR%)JO%混入

カマド捜土

1，己主 lOYHι 亨占なししまリ中

. [1ft褐色:土 JOY R Y， 紡'~Èなししまりなし

3 渇色ニ1: JOY R;l{ 粘f在宅どし しまりなし焼ニiニ粒子(5Y 11.%)浪人

4，硲鵠色土 JOY HU 紡性なししまり中波土粒子(5 Y RJ1I)浪人
綿色ニ仁 5YR% 宇占性やゃあり しまり中波土
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1. j~.~色十巴 lOYH}/í i手石全体:二Hi入

LHZ182mm-s  

B H=182.00m一一穿

第118図 50148溝

i去十持と遺物

d.溝

S 0148溝(第118図)

II区の第二段丘縁辺部にあたる29ーか1，30-M 

地区から検出された。縁辺部のため西側の壁は削

平されており，両端も不明である。検出された総

延長は4.90mである。

③ III区の遺構

a.竪穴住居跡

5 i 301竪穴住居跡

プラン確認 地山上面にて確認したが，上面は

若干削平されている。

撃蕗の状態 壁はしまりがよく，ほぽ垂直に立

ちあがる。

床面 平:tE3.で堅固である。床面から炭化材を検

出した。

護溝 東援の一部を除いてはほ全周する。

柱穴，ピット 住居跡四隅に 411唱の柱穴を確認

した。

かまど肩平な石を袖部の芯材として構築され

たかまどである G 撚焼部から多量の土器片が;検出

されている。

遺物とその出土状態 遺物出土量はやや多い方

に属する。土自lIi器護にはほとんどのものにロクロ

使用が認められ，頭部が短<，若干くびれるもの

が多く出土する。
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第121図 51301竪穴住居跡出土遺物(1)



遺構と遺物

刀
川
パ
ワ
/

千ipぺ nu 

10師

第122歯 51301竪穴{主麗跡出土遺物(2)

(2)遺物

a.土器

遺構外からも多数の土器が出土しておりヲその時期も縄文時代前，中， :fゑ晩，弥生時代，

平安時代とバラエティに富んでいる。その半数以上は縄文時代後，晩期のもので，平安時代の

ものがそれに次ぎヲ縄文時代前暑中期及び弥生時代のものは極めて少ない。以下第 I~理群ま

で分類し，それぞれについて述べる。

第 I

縄文時代前期に属するものを本群とした。

第1類土器 (第 126図20) 口締法fHこ2条の隆帯を配し，その上に刺突を施す。それらの

は爪形の刺突が施される。

第II群土器

縄文時代中期に属するものを本群とした。

第1類土器 (第 126図21・ 口縁部は波状をなし，口唇部及び口 は隆帯を廻す。

また口縁部には撚糸圧痕文が施される。

第2類土器 (第 123図1・2，第 126図23-29) 地文として無節Lの縄文を施文したの

ち，太い沈線で曲線的文様を描く。

第III群土器

縄文時代後期に属するものを本群とした。

つu
q
L
 



中の崎遺跡

第l類土器 (第 126 図30~56) いずれも破片であるが，量的には多く出土した類である。

地文として単節縄文を回転施文したのち，磨消手法を用いてモチーフを描いたものである。

第2類土器 (第 123図3) S字状沈線文を持つものを本類とした。

第3類土器 (第 127 図57~68) 入組磨消縄文を持つものを本類とした。量的には多く出

土している。

第N群土器

縄文時代晩期に属するものを本群とした。

第1類土器 (第 127 図的~73) 三叉文を持つものを本類とした。口綾部には突起をもつ

ものもありヲ腕部には単節縄文が横位または斜{立に回転施文される。

第2類土器 (第 123図4，第 127図74・75) 羊歯状文を持つものを本類とした。胴部に

は単節縄文が回転施文される。

第3類土器 (第 127 図77~79) 雲形文・ X字状文が施されたものを本類とした。

第4類土器 (第 124図6~ 8，第 127図16) 口縁部に平行沈椋を施したものを本類とし

た。穿孔のあるもの (76)，台付土器(8 )もある。

第5類土器 (第 124図9~11) 口縁部の沈線開が広くなり，その部分をていねいに調整

したものである。

第6類土器 (第 124図12) 細長いT字:1犬文を交互に組み合せたものを本類とした。

第7類土器

第8類土器

類とした c

第V群土器

縄文のみ施されるものを本群とした。

(第 128図81~88) 

(第 128 図的~ 108 ) 

ロ縁部に帯状の無文帯を持つものを本類とした。

変形工字文や口縁部に数条の平行沈j誌を持つものを本

第1類土器 (第 124 図 13:~17，第 125図18・19，第 128図109~ 111・113，第 129図114

~ 116) 13， 111は波状口縁を持つ。 115，116は単節RLと無節Lが回転地文されている

第2類土器 (第 128図112，.第 129o 117 ~ 120) 結束を持つものを本類とした。

第VI群土器

弥生時代に属すると思われるものを本群とした。

第1類土器 (第 129図121・122) 3条の沈線を廻らし，その下に 3条の連孤状沈椋文を

施す。縄文は単節RLJ京体を縦位回転施文する。

第四群土器 (第 129図 123~ 131，第 130図 132~ 137・139・140) 

平安時代に属すると思われるものを本群とした。

124 ~ 134は土師器序で，底部はいずれも回転糸切りで，内面黒色処理のもの (128，131) 

つム



遺構と遺物

第123図遺構外出土遺物(1)
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